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○　会　議　の　経　過　（初日）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　開会　午前１０時００分
○議長（安元慶彦君）皆さん、おはようございます。定刻になりました。御起立をお願いいたします。
　一礼して着席願います。礼。
　ただいまの出席議員は全員です。ただし、議席番号２番の田中議員より、本日、途中退席する旨の届け出を事前に受けております。議長としてこれを了承しておりますことを報告いたします。
　ただいまから平成２７年第１回上毛町議会定例会を開催します。

　開議に先立ちまして、御報告いたします。

　去る２月２５日、福岡県町村議会議長会の定期総会において、福岡県町村議会議長会の表彰規程により「町村議会の運営が他の範とするに足ると認められる優良な議会」として、このたび福岡県内で、上毛町議会を含む四つの町村議会が表彰を受けました。

　これもひとえに日ごろからの議員各位による議会活動の御尽力による賜物であり、議員の皆様に心より御礼を申し上げます。

　表彰伝達式では、私が議会を代表し表彰状をいただきましたので、早々に議員控室に飾りたいと思っております。

　以上、御報告でした。
　これから、本日の会議を開きます。
　本日の議事日程は、お手元に運営資料を配付しておりますので、ごらんください。
───────────────────────────────
○議長（安元慶彦君）日程第１、会議録署名議員の指名を行います。
　本定例会の会議録署名議員に、５番高畑議員、６番宮崎議員を指名します。
───────────────────────────────
○議長（安元慶彦君）日程第２、会期の決定を議題とします。
　今期定例会の運営について議会運営委員会委員長に審議をお願いいたしたところ、２月２７日、委員会を開催していただき、本定例会の会期を本日から１３日までの１１日間とする内容の答申をいただきました。
　お諮りします。今期定例会の会期は、議会運営委員長の答申のとおり、本日から１３日までの１１日間といたしたいと思いますが、これに御異議ありませんか。
（「異議なし」という声あり）
○議長（安元慶彦君）異議なしと認めます。よって、本定例会の会期は、本日から１３日までの１１日間とすることに決定いたしました。
───────────────────────────────
○議長（安元慶彦君）日程第３、諸般の報告を行います。
　本定例会に提出された議案は、町長から報告１件、条例案１０件、予算案１４件、その他８件の計３３議案であります。
　次に、本定例会の会期日程を申し上げます。お手元に配付の会期日程表（案）をごらんください。
　本日の会議では、議案を一括上程し、町長提出議案については提案理由の説明を受け、総括質疑を行います。ただし、報告第１号及び議案第２号から議案第８号の８議案については、本日受理、審議、採決を行い、残りの２５議案は後でお諮りし、所管の常任委員会に審査を付託する予定です。

　ここで、皆様にお願いいたしますが、本日審議、採決を予定している８議案に対する質疑は、後の議案内容の説明に対する質疑にあわせて行っていただきますよう御協力をお願いいたします。

　３月６、７日に本会議を開催し、一般質問を行う予定ですが、６日に一般質問が全部終了すれば、７日は休会とします。

　３月９日を文教厚生常任委員会、３月１０日を総務、産業・建設常任委員会の開催日にいたしたいと思います。
　３月１３日本会議を開催し、各常任委員長から委員会付託案件の審査状況の報告を受け、討論、採決を行います。

　ただいま報告いたしました議会の運営事項については、議会運営委員会に諮問し、決定を受けておりますことを報告いたします。
　地方自治法第１２１条の規定に基づき、町長並びに教育委員長に出席の要求をいたしましたところ、お手元に配付の名簿のとおり、説明員の出席報告がありましたので、これを許可し出席いただいております。
　これで諸般の報告を終わります。
───────────────────────────────
○議長（安元慶彦君）これから議案の上程を行います。なお、議案の上程に際し、議案名の朗読は省略いたします。
　日程第４報告第１号、日程第５議案第２号、日程第６議案第３号、日程第７議案第４号、日程第８議案第５号、日程第９議案第６号、日程第１０議案第７号、日程第１１議案第８号、日程第１２議案第９号、日程第１３議案第１０号、日程第１４議案第１１号、日程第１５議案第１２号、日程第１６議案第１３号、日程第１７議案第１４号、日程第１８議案第１５号、日程第１９議案第１６号、日程第２０議案第１７号、日程第２１議案第１８号、日程第２２議案第１９号、日程第２３議案第２０号、日程第２４議案第２１号、日程第２５議案第２２号、日程第２６議案第２３号、日程第２７議案第２４号、日程第２８議案第２５号、日程第２９議案第２６号、日程第３０議案第２７号、日程第３１議案第２８号、日程第３２議案第２９号、日程第３３議案第３０号、日程第３４議案第３１号、日程第３５議案第３２号、日程第３６議案第３３号、以上３３件を一括上程します。
　提案理由の説明を求めます。
　町長。
○町長（坪根秀介君）皆さん、おはようございます。
　本日ここに、平成２７年第１回上毛町議会定例会を招集いたしましたところ、議員各位には、公私ともに御多用の中御参集をいただき、厚く御礼を申し上げます。
　さて、国においては、農林水産大臣の辞任等により、年度内の予算成立が困難となっている状況でございますが、御承知のように新年度の予算案は先般１月１４日に閣議決定がなされております。これによりますと、一般会計の総額は社会保障費の増大により、前年度当初比０.５％増の９６兆３,４２０億円と過去最大となっております。

　企業の業績回復により、税収は２４年ぶりの高水準とはいえ、基礎的財政収支、プライマリーバランスは１３兆４,１２３億円の赤字であり、２０２０年度までに黒字化する目標達成のめどはいまだ立っていないようであります。

　安倍政権が最も力を入れる地方創生につきましては、昨年末、まち・ひと・しごと創生法と、改正地域再生法の２法を成立させ、今後５年間にわたる国の総合戦略を閣議決定いたしましたが、破格の予算措置をし、地方創生に向けて石破地方創生担当大臣が陣頭指揮をとっておられますが、あくまで地方再生ではなく、地方創生であると明言しております。
　つまり、古きよき時代に戻すのではなく、新たな時代のニーズに合ったものをつくり出すということです。そして、その主体と舞台は、地方自治体にあると責任を持たせております。
　これまでの国の施策の反省に立ち、課題の解決を図るために、自主性、将来性、地域性、直接性、結果重視という５原則を掲げ、１、地方の雇用創出、２、地方への人の流れ、３、若い世代の結婚、出産、子育ての希望を叶える、４、時代に合った地域づくりと地域間連携の４項目を基本目標に据え、全省庁を挙げた総合支援メニューに予算措置がなされたところであります。あわせて自治体にも、地域の特性を踏まえた地方版人口ビジョンと総合戦略の策定が求められているところであります。
　本町といたしましては、基本的なスタンスは２０１４年度の予算編成方針と変わらないわけでございますけれども、国県に依存するばかりではなく、自立型の施策を各課の連携や先進地を調査し、時勢を十分に把握した上で、さらにレベルを上げ、九州一を構築していくという流れであります。
　各課連携につきましては、これまでも、これからも力を入れてまいりますし、徐々に浸透してきていると思いますが、職員自体の知識を高め、何が最高かを知らなければ、九州一も見えてきません。そのための視察研修費も新年度は計上しているところであります。これにつきましては、第３次福岡県市町村職員研修基本計画の中でも、これまでの箱詰め研修から視察研修を中心としたものに変えていくとのことであります。
　また、今議会に提案しております新課、開発交流推進課でございますが、これまでは開発交流推進班として、所管課と兼務でその任務についておりましたが、本町地方創生の目玉ともいえるＰＡ、ＳＩＣ周辺開発チームが兼務では本腰が入りませんし、スピード感も出ません。東九州自動車道がおおむね開通した今こそ専属とし、精度を上げていくべきと考えております。
　なお、また健全な財政運営を図る観点から、計画的な調査への繰上償還も有利なものを選択し、引き続き行ってまいりたいと考えているところであります。議員各位の御支援と御鞭撻を切にお願い申し上げます。
　それでは、これより提案理由の説明を申し上げます。
　今議会に提出しております案件は、報告案件１件、補正予算７件、条例案１０件、当初予算７件、その他８件の計３３案件であります。
　順次、御説明をいたします。

　報告第１号、平成２７事業年度上毛町土地開発公社事業計画及び予算についてでありますが、平成２７年の日本経済は、緊急経済対策などの政策の推進や政労使の取り組み等により、雇用、所得環境が引き続き改善し、好循環がさらに進展するとともに、交易条件も改善する中で、堅調な民需に支えられた景気回復が見込まれ、日本銀行の量的、質的金融緩和の効果等もあり、デフレ脱却に向け、着実な進展が見込まれているところであります。
　このような中、上毛町においては、企業の要望に即座に対応できる工業用地が枯渇しており、単に民有地を紹介するなどの、極めてスローな対応に限られている状況であります。

　一昨年の３月１日に、東九州自動車道上毛スマートインターチェンジが供用開始され、当町においても新たな産業に対する需要も視野に入れて、町と公社が連携を図りながら、地域の秩序ある整備と住みよいまちづくりのため事業を推進してまいりたいと存じます。なお、この案件は２月２４日の公社役員会において御承認をいただいておりますことを、あわせて御報告するものであります。
　議案第２号、平成２６年度上毛町一般会計補正予算（第８号）でありますが、今回の補正額は５億３,９５７万６,０００円追加し、歳入歳出予算の総額は５０億９,２６４万７,０００円であります。歳出予算では各款にわたり、今後の支出見込み等により、不用額等の精査を行っております。
　補正額の主なものにつきましては、総務費では退職職員の退職手当組合への特別負担金、地方創生先行型交付金事業を活用しての地方版総合戦略策定調査委託料、県知事、県議会議員選挙費等の増額補正を、また築上東高等学校跡地造成工事費等の入札執行残、地域づくり活動事業支援補助金、定住促進補助金等々の補助金の確定により、減額補正を行っております。
　民生費では、臨時福祉給付金の不用見込み、高齢者保健福祉計画委託料の不用見込み、及び福岡県介護保険広域連合負担金等々の各種負担金、補助金、委託料、扶助費等の精査により、減額補正を行っております。衛生費につきましても、各種予防接種、健診委託料、負担金補助等の精査により、減額計上しております。

　また、簡易水道特別会計繰出金、浄化槽設置補助金においても、精査による不用見込みとして減額補正を行っております。
　農林水産費では、農地基本台帳システム機能改修委託料、及び国土調査委託料等々の入札執行残により、減額補正を行っております。

　商工費では、国が示した地方創生の施策により、地域消費喚起、生活支援型交付金事業を活用しての地域商品券発行事業補助金を計上しております。

　土木費では、各種委託料等の入札執行残により、減額補正を行っております。
　消防費におきましても、委託料等の入札執行残であります。

　教育費でありますが、議案第７号の奨学資金特別会計補正予算第２号と関連しますが、今後の奨学資金の安定的な運用を図るために、奨学資金特別会計に基金積み立てのために、１億円を繰り出すものであります。
　また、減額につきましては、委託料、工事請負費等の入札執行残によるものが主であります。

　公債費では、大幅な増額となっておりますが、地方債償還金においての任意繰り上げ償還分を追加で計上したことにより増額となっておりますが、今後、財政状況を精査し、可能な限り、繰り上げ償還を引き続き行っていきたいと考えているところであります。
　諸支出金におきましては、今年度末までの歳出予算執行見込み額を精査し、調整等行い、財政調整基金、公共施設整備基金、及び減債基金へ積み立てるための予算計上を行っているところであります。

　平成２６年度事業の当初の目標については、おおむね達成見込みであると考えている次第であります。

　議案第３号、平成２６年度上毛町国民健康保険特別会計補正予算（第５号）でありますが、１,１７９万５,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を１０億５,８１６万５,０００円とするものであります。

　歳出予算において、退職被保険者の医療費の増額、及び療養給付費等負担金の実績により、増額補正を行うものであります。

　議案第４号、平成２６年度上毛町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）でありますが、２０５万円を減額し、歳入歳出予算の総額を１億３,０３２万６,０００円とするものであります。後期高齢者医療広域連合納付金等の最終見込み額により、減額補正を行うものであります。
　議案第５号、平成２６年度上毛町農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号）でありますが、１３５万円を減額し、歳入歳出予算の総額を５,８１３万５,０００円とするものであります。公共升設置工事費等の不用見込みによる減額が主なものであります。

　議案第６号、平成２６年度上毛町簡易水道事業特別会計補正予算（第２号）でありますが、３,８８１万４,０００円を減額し、歳入歳出予算の総額を２億７,１０２万２,０００円とするものであります。主として、工事請負費における入札執行残等により、減額を行うものであります。
　議案第７号、平成２６年度上毛町奨学資金特別会計補正予算（第２号）でありますが、９,９５８万１,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を１億１,５９２万９,０００円とするものであります。今後の資金計画、貸し付け計画等々を精査し、奨学資金の安定的な運用を図るために今回、奨学資金基金に１億円を積み立てるものであります。
　議案第８号、上毛町住宅新築資金等特別会計補正予算（第１号）でありますが、２３２万９,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を２４０万４,０００円とするものです。今回、住宅新築資金等償還推進助成事業費補助金の確定により、前年度繰越金とあわせて一般会計へ繰り出すものであります。

　議案第９号、上毛町課設置条例の一部を改正する条例についてでありますが、大池公園及び周辺の整備等を行うために、現在、各課が連携してプロジェクトチームでの整備案の企画等を行っておりますが、この開発事業計画を効率的かつ効果的に推進するために、２７年度より新たに開発交流推進課を設置することに伴い、関係条例の整備を行うものであり、地方自治法第９６条第１項第１号の規定により、議会の議決を求めるものであります。
　議案第１０号、上毛町行政手続条例の一部を改正する条例についてでありますが、平成２７年４月１日より施行されます国の行政手続法の改正にあわせ、手続の拡充、拡大を図るために、本町の行政手続条例の一部を改正するものであります。
　議案第１１号、上毛町一般職の職員の給与に関する条例及び上毛町単純な労務に雇用される職員の給与の種類、及び基準に関する条例の一部を改正する条例についてでありますが、昨年の１１月臨時議会で提案、御可決いただきました本条例の一部改正と同様に、平成２６年度人事院勧告等に伴いまして、本町職員の給与等を改正するものであります。

　議案第１２号、地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備に関する条例について。

　議案第１３号、上毛町教育長の勤務時間、その他の勤務条件に関する条例の制定について。

　議案第１４号、上毛町教育長の職務に専念する義務の特例に関する条例の制定についてでありますが、まず関連して、平成２７年４月１日より施行されます地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部改正の趣旨でありますが、教育の政治的中立性、継続性、安定性を確保しつつ、地方教育行政における責任の明確化、迅速な危機管理体制の構築、地方公共団体の長と教育委員会の連携の強化を図るとともに、地方に対する国の関与の見直しと制度の抜本的な改革を行うものであり、具体的には、教育行政の責任の明確化ということで、教育委員長と教育長を一本化した新たな責任者として新教育長の設置、また新たに総合教育会議の設置、及び教育の振興に関する施策の大綱の策定等々を行うものであります。
　この法律の一部改正により、議案第１２号の第１条、上毛町広告条例から第９条の上毛町農村地域工業等導入実施計画策定審議会条例までは、本法律の一部改正に伴い、関連する条例の整備を行うものであります。
　また、附則の２において上毛町教育長の給与、勤務時間その他の勤務条件に関する条例を廃止し、新教育長の給与については第６条で追加し、また新たに議案第１３号で、教育長の勤務時間その他の勤務条件に関する条例の制定、及び議案第１４号で教育長の職務に専念する義務の特例に関する条例について制定をするものであり、地方自治法第９６条第１項第１号の規定により、議会の議決を求めるものであります。
　なお、議案第１２号、１３号、１４号の附則の経過措置にありますように、新教育長の任命時からの適用であります。

　議案第１５号、上毛町個人情報保護条例の一部を改正する条例についてでありますが、独立行政法人通則法の一部を改正する法律の公布に伴い、本町条例の整備を行うため、地方自治法第９６条第１項第１号の規定により、議会の議決を求めるものであります。
　議案第１６号、上毛町敬老金条例の一部を改正する条例についてでありますが、町内の７５歳以上の方に支給しております敬老金の支給金額を改定するため、地方自治法第９６条第１項第１号の規定により、議会の議決を求めるものであります。

　議案第１７号、上毛町園芸振興施設設置条例の全部を改正する条例についてでありますが、町内２カ所に設置しておりました園芸振興施設リースハウスでありますが、うち１カ所のリースハウスの廃止に伴い、本条例の整備を行うものであり、地方自治法第９６条第１項第１号の規定により、議会の議決を求めるものであります。

　議案第１８号、上毛町集会所条例の一部を改正する条例についてでありますが、本条例で設置しております集会所のうち、西友枝の金代、及び小畑集会所を廃止することに伴い、本条例を一部改正するものであり、地方自治法第９６条第１項第１号の規定により、議会の議決を求めるものであります。
　議案第１９号、指定管理者の指定について（上毛町げんきの杜等）でありますが、平成２７年４月１日から平成３２年３月３１日までの間、再度、この施設の指定管理者に、社会福祉法人上毛町社会福祉協議会を指定するため、上毛町公の施設に係る指定管理者の指定の手続等に関する条例第５条の規定により、議会の議決を求めるものであります。
　議案第２０号、指定管理者の指定について（上毛町西友枝体験交流センター）でありますが、平成２７年４月１日から平成３０年３月３１日までの間、再度、この施設の指定管理者に西友枝体験交流センター運営委員会を指定するため、上毛町公の施設に係る指定管理者の指定の手続等に関する条例第５条の規定により、議会の議決を求めるものであります。

　議案第２１号、平成２７年度上毛町一般会計予算でありますが、平成２７年の一般会計の予算総額は４２億６,９００万で、対前年比２.２％減の予算であり、この要因としては、主として公債費の減、東九州自動車道関連事業及び東高跡地宅地化整備事業の完成等による減であります。

　普通会計性質別歳出状況では、義務的経費が２億１,３１９万１,０００円であり、構成比については４６.９％、投資的経費では３億８,５９５万２,０００円で、構成比９％、物件費等その他の経費では１８億９,２６８万３,０００円で４４.１％となっております。

　平成２７年の予算編成基本方針でありますが、第１次上毛町総合計画の将来像である「みんなで開く上毛の未来」の実現に向けた取り組みを継続して行い、かつ「九州一輝く町」の実現に向けて、職員が一丸となって取り組んでまいります。平成２７年度予算については、予算編成基本方針等により観光資源の創出、及び情報発信機能の強化、未就学児から高校生までの福祉教育施策の充実、農業、町内企業を中心とした産業の活性化、行財政改革、独自策を最重点施策として取り組んでまいります。
　まず、観光資源の創出、及び情報発信機能の強化でありますが、３月１日に一部開通された東九州自動車道の上毛パーキングエリア及び上毛スマートインターチェンジの供用開始により、本町の玄関口となるこの上毛ＰＡ、ＳＩＣ及び大池公園周辺を新たな観光資源と位置づけ、２６年度に引き続き開発、整備を推進するとともに、町内文化財においても、観光資源としての魅力を高め、有効活用を行っていくための予算を計上しております。
　未就学児から高校生までの福祉教育施策の充実でありますが、福祉施策では、本年４月１日から施行される子ども子育て支援新制度への対応に万全を期し、拡大、多様化する保育ニーズにこたえるため、病児・病後児保育事業、一時保育事業、延長保育事業、障害児保育事業等の必要な経費の予算計上を行い、幼稚園第三子以降、就園補助金制度を新たに創設し、子育て世代の負担軽減を図ります。
　また、大平保育所においては、園舎増築のための設計管理業務委託に着手し、あわせて保育内容の魅力向上のため、各種事業を展開していくための予算を、教育施策では町立小中学校講堂、体育館天井落下防止対策、非構造部材耐震対策工事にかかわる予算計上を行い、安心、安全な学校環境づくりを行います。

　国県の施策に基づく事業とともに、三世代同居支援事業補助金、任意インフルエンザ予防接種助成及び保育料の軽減措置を行うことで、子育て世代の軽減を図り、中学生に対しては、上毛塾、英検塾を実施することで基礎学力の向上を図るなど、上毛町独自施策を継続して実施することで、未就学児から高校生までの福祉教育施策の充実を図っていくため、予算計上しております。
　農業、町内企業を中心とした産業の活性化につきましては、町内産農産物、加工品などのＰＲ活動を一層推進し、産地化の取り組みや特産品開発を支援することで、上毛産の農産物等のブランド化を推進するための施策として、新たに６次産業化推進のための加工品等開発事業を実施し、町内産農産物を活用した加工品等、新たな上毛産ブランドの開発のための助成を行います。

　さらに鳥獣被害対策の充実や青年就農給付金等による青年就農者支援、農地中間管理事業による農地の集積、集約化を行い、本町の基幹産業である農業のさらなる振興を図ってまいります。

　また、住みたい上毛町推進プロジェクトの一環として実施してまいりました、こうげのシゴトプロジェクトを町事業として継続し、地域資源を生かした特産品開発を支援するための予算を計上しております。

　行財政改革では、自治体運営の効率化や行財政改革の推進を図るため、人事評価制度及び行政評価制度の運用にかかわる予算、並びに職員の育成、資質向上のための予算計上を行っております。

　また、普通交付税、合併算定がえ終了後の町財政運営の健全化に資するため、町債の任意繰上償還に係る経費を、前年度に引き続き、当初予算において計上しているところであります。

　その他の主な事業としては、環境の町として、住宅用太陽光発電システム設置補助金や、合併浄化槽設置補助金、一般廃棄物仮置き場整備経費、不法投棄対策監視カメラ購入経費等々、環境に配慮した予算を引き続き計上しております。

　定住促進施策では、コモンパーク上毛彩葉の販売促進、空き家バンク利用促進のための空き家改修助成金、田舎暮らし研究交流サロン等の経費を計上しております。その他継続事業として臨時福祉給付金、及び子育て世代臨時特例給付金経費、高齢者の生きがいづくり、介護予防、障害者自立支援のための経費、地籍調査事業経費、地域づくり活動経費等を計上しております。
　平成２７年度の歳入財源につきましては、町税が対前年比で０.６％増の６億４,０３４万円、地方交付税は地方財政計画により総枠０.８％の減額の方針が示されておりますが、２６年度の交付実績を勘案して、２６年度と同額の２２億６,０００万を見込んでおります。歳入財源の７３.６％が依存財源である本町の財政構造を十分に認識し、今後、事業展開される大池公園整備事業、また公共施設等の総合的な管理による老朽化対策の推進に備えての財源確保のために、健全な財政運営を図ってまいります。

　議案第２２号、平成２７年度上毛町国民健康保険特別会計予算でありますが、予算総額１１億６,８４３万７,０００円で、対前年比１２.８％の増額予算であります。本町の一人当たりの国保医療費は、相変わらず県内では高い水準にあり、昨年同様、若年層を含めた健診等きめ細やかな保健指導を強化し、国保被保険者の健康づくりに重点を置いた予算を計上しております。
　なお、本町の国保財政は、依然として厳しい運営でありますが、４月以降、新たに実施される低所得者への保険税軽減措置を適切に反映させる観点から、平成２７年度における保険税率の引き上げは困難と判断いたしました。しかし、平成３０年度から国保の運営の主体を都道府県とする改革に基づき、保険税率の設定基準についても、大きく変わろうとしておりますので、今後につきましては、保険税率の引き上げを視野に入れた検討が必要になると考えております。
　議案第２３号、平成２７年度上毛町後期高齢者医療特別会計予算でありますが、予算総額１億３,６２５万７,０００円で、対前年比２.９％の増額予算であります。平成２７年度は、保険料軽減対象者の拡大や増高する医療費の適正化等に向けての必要な予算を計上しております。引き続き、現行の後期高齢者医療制度の円滑かつ安定的な運営を図るとともに、被保険者の理解促進に努めてまいります。

　議案第２４号、平成２７年度上毛町農業集落排水事業特別会計予算でありますが、予算総額６,０２４万１,０００円で、対前年比１.４％の増額予算であり、２６年度とほぼ同額の予算規模であります。現在２４９戸が接続し、接続率は７３％であります。今後も加入推進に努めてまいります。
　議案第２５号、平成２７年度上毛町簡易水道事業特別会計予算でありますが、予算総額２億４,７６６万５,０００円で、対前年比２０％の減額予算であります。この減額の要因につきましては、２６年度から継続して施行しています簡易水道拡張区域工事請負費の事業路の減によるものであります。現在、９６７戸が加入しており、簡易水道事業の拡張計画に伴い、現地点では１,１２８戸の給水コストとなる予定でございます。今後とも生活環境の整備に努めてまいります。
　議案第２６号、平成２７年度上毛町奨学資金特別会計予算でありますが、予算総額２,２７５万１,０００円で、対前年比８４.５％の増額予算であります。経済的理由で、就学困難な方に対し、奨学資金を貸し付け、大学まで進学可能な支援制度として運用しております。今年度末で２５名が貸し付け中、５１名が償還中であり、順調に返還されていることを、あわせて御報告いたします。

　議案第２７号、平成２７年度上毛町住宅新築資金等特別会計予算でありますが、予算総額７万５,０００円で２６年度と同額の予算規模であり、事務費のみの計上となっております。

　議案第２８号、町道路線の変更についてでありますが、圃場整備における換地処分等により、町道路線の終点を変更するために、議会の議決を求めるものであります。

　議案第２９号、町道路線の廃止についてでありますが、路線網図の見直しにおいて、町道路線を廃止するものであり、議会の議決を求めるものであります。

　議案第３０号、町道路線の認定について。町内の農道について、舗装工事または改良工事等により、町が管理する道路としての必要性が生じたことに伴い、新たに町道路線として認定するに当たり、議会の議決を求めるものであります。
　議案第３１号、新町建設計画の変更についてでありますが、東日本大震災に伴う合併市町村に係る地方債の特例に関する法律の一部が改正され、被災地以外の自治体においても地方債を起こすことができる期間が延長されたことに伴い、本町の新町計画の計画期間等を変更するものであり、この変更により、東九州自動車道を活用した施設の整備、具体的には大池公園周辺開発事業等において、合併特例債の活用を視野に入れて、財源確保が可能になります。
　議案第３２号、上毛町土地開発公社定款の一部を変更する定款についてでありますが、民法及び公有地の拡大推進に関する法律の一部改正に伴い、上毛町土地開発公社定款の一部を変更する必要があるため、議会の議決を求めるものであります。なお、この案件は、２月２４日の公社役員会において承認いただいていますことを、あわせて御報告いたします。

　議案第３３号、福岡県市町村職員退職手当組合規約の変更についてでありますが、本退職組合の構成団体の名称変更に伴い、組合規約の別表を一部改正するものであり、地方自治法第２９０条の規定により、議会の議決を求めるものであります。
　以上、概略を御説明申し上げましたが、いずれも重要な案件でございますので、慎重に御審議をいただきまして、御承認、御可決いただきますようよろしくお願い申し上げまして、提案理由の説明を終わります。どうぞよろしくお願いいたします。

○議長（安元慶彦君）提案理由の説明が終わりました。
　これから提案理由に対する総括質疑を行います。前にも述べましたように、本日審議する案件に対する質疑は、議案内容の説明の際に行っていただくよう御協力をお願いいたします。
　提案理由に対する総括質疑を行います。
　質疑はありませんか。
　茂呂議員。
○１０番（茂呂孝志君）まず最初に、平成２７年度一般会計当初予算説明資料の中からお伺いいたします。平成２８年度からは、５年間で合併メリットが段階的に縮小され、平成３３年度には現在より一般財源が４億円減少するとあるが、一般財源が４億円減るというのであれば、歳入のどの科目が幾ら減るのか、御説明を求めます。
　それから、平成３２年までに歳出削減、代替財源を考えないと、地方債基金繰り入れに頼らなければならない状況があるということであれば、合併メリットがあったのかどうか。

　それからまた「九州一輝くまちづくり」の展望が示せるのかどうか、お伺いいたします。
　次に、重点施策について伺います。観光資源の創出及び情報発信の強化をうたっていますが、観光資源の創出で地域振興はどのような形で住民に還元されていくのか、町長のお考えをお伺いいたします。

　それから、未就学児から高校までの福祉教育施策の充実とあるが、どのような施策を行うのか。先ほどの町長の説明では、現在、ほとんど行われている内容に見受けられましたが、新たにどういうところを重点施策に考えているのかお尋ねします。

　それから、農業、町内企業を中心とした産業強化とあるが、農業の問題ではＴＰＰがあるが、こういう形で活性化をどのように考えておられるのか。また、町内企業の活性化についてもお考えをお伺いいたします。

　それから、議案書ですが、２２ページ、１２款１項４目３節公園使用料２４万円、計上されています。昨年１２月の議会だったと思いますけれども、一般質問の中で、町長は今後、この会社とは契約しないということでありましたけれども、急にそういう話はできなかっただろうと推測されますので、どういう話がされたのかお伺いいたします。
　残りは後でまた質疑いたします。
○議長（安元慶彦君）茂呂議員、議案書の中に出てくる項目については、そのとき質問でいいんじゃないですか。総括的な質問ということで今、話していますから、後で議案書の中で出てくるのは、その場でもって質問ができますから、そのときに詳しくやるということでいいでしょう。
　答弁はありますか。総括。

　総務課長。
○総務課長（川口　彰君）それでは、１点目でございますが、単純に言いますと、地方交付税が減るということでございます。
　それから、合併のメリットはあるかということでございますが、当然、合併のメリットはあると私は認識をしております。
　以上です。
○議長（安元慶彦君）重点施策の答弁。
　町長。

○町長（坪根秀介君）まず１番の観光資源の創出、及び情報発信機能の強化。これは九州一の展望がなされているかということでよろしいですかね。

○１０番（茂呂孝志君）はい。

○町長（坪根秀介君）当然、九州一を見据えて整備をしているつもりでございます。
　質問の趣旨がちょっとわからないものですから、もう一度お願いします。
○議長（安元慶彦君）茂呂議員。

○１０番（茂呂孝志君）回数に入れないでください。
　重点施策について伺います。観光資源の創出及び情報発信の強化をうたっていますけれども、この観光資源の創出で、地域振興がどのような形で住民に還元されていくのかですよね。この町にはすばらしい観光資源があるわけですが、これを使って、新たに地域振興を図っていくという計画ですけれども、これが住民に対して、どのような形で還元されるのかという考え方をお尋ねしているわけです。これが一部の業者のメリットだけに終わらないように、私はチェックをするために、そういうことを伺っているわけであります。

　それから、未就学児から高校までの福祉教育施策の充実とあるが、先ほどの町長の説明の中でも、以前からあるものの施策の延長上にあることしか向けられなかったのですが、特別に重点施策があるのであればお示し願いたいということであります。
○議長（安元慶彦君）最初の質問は、開発計画に対する将来展望だね。

　町長。

○町長（坪根秀介君）メリットということでございますけれども、私は雇用の創出、あるいは人口増につながるような施策を打ってまいりたいと考えておりますので、メリットはあると思っております。
○議長（安元慶彦君）子ども未来課長。

○子ども未来課長（岡崎　浩君）子育て分野で新規がないということでございますが、まず幼稚園の第三子以降、従来、保育所のみでございました部分を新規に作成いたしておりますし、それから障害児保育につきましても、２７年度新たに事業施策として展開しておる部分でございます。その他にも、これは委員会で細かく御説明いたしますが、放課後児童クラブあたり、今、４年生の受け入れの拡充等、新たなものを行っておりますので、十分反映されていると考えております。
○議長（安元慶彦君）茂呂議員。

○１０番（茂呂孝志君）平成２８年度から５年間、一般財源が縮小されるということで、一般財源の４億円減る科目が、地方交付税であるという答弁でありました。
　そこで、合併メリットがあったかどうか、私は問いたいわけですけれども、合併前は、旧２村あわせて地方交付税が２１億ぐらいあったと説明がありました。今度、新町建設計画の資料を見ると、平成３２年が２０億ですよね。３１年も２１億、３０年も２２億程度です。この中に、特別交付税が入っているんだと思いますけれども、こうなると、必ずしも地方交付税だけを見ると、合併メリットがあったのかなと私は思うわけでありますが、その点、どのようなお考えを持っておられるのかお伺いいたします。
　それから「九州一輝くまちづくり」の展望ですが、将来を見据えて整備しているということでありますので、答弁にはなっていませんけれども、至って抽象的な答弁に終わっています。地方交付税の金額について、私からメリットがなかったのではないかなと思いますが、その点についての見解をお伺いいたします。

○議長（安元慶彦君）総務課長。

○総務課長（川口　彰君）先ほども申し上げましたが、一応、メリットはあったと思います。茂呂議員が言われるのは、合併による分でございますが、もし合併しなかった場合はどうなるかということも考えた場合との比較であったかどうかということで、私はメリットがあったと考えております。

○議長（安元慶彦君）今の答弁で、まだ答弁が足りないのかね。

　茂呂議員。

○１０番（茂呂孝志君）合併しなかった自治体は、そんなに地方交付税が減っているわけではありません。その点を申しておきます。細かなことは、もう委員会のほうでお尋ねします。
　最後になりますけれども、幼稚園の第三子就学補助事業は新設だと思いますけれども、これができていないときに、今までどうされていたのかお伺いいたします。
○議長（安元慶彦君）子ども未来課長。

○子ども未来課長（岡崎　浩君）今回、新たに制度を設けましたのは、子ども子育て支援法に関しまして、制度が整理された部分で幼稚園を入れたと。今までは幼稚園はあくまで自己責任で行っていますので、そういった部分の補助等はございませんでした。
○議長（安元慶彦君）ほかに。

　三田議員。
○８番（三田敏和君）２７年度の予算配分について、町長の基本的な考え方、思いを再度、確認をしたいと思っています。
　人口が２０１５年１０月１１日に、合併をした当時の人口は８,４９９名、前月末の、１０年たった人口が７,９２１人、５７８名減少しております。年に約５０名強の減少をしている中で、また２０４０年の人口、国勢調査の見込みによると、５,５１８名ぐらいになるという、減少傾向をたどるという状況が推定されております。
　そういう中で、３月１日に悲願だった東九州自動車道が開通をして、国によるインフラ整備は終わる方向ではないかなと思う中で、上毛町として「九州一輝く町」となるについては、歯どめをかけて人口増に向けてその政策を打つということが基本方針になると思いますが、そういう中で、人口増に向けためり張りのある予算配分になっているのか。
　そういうことについて再度、町長の思いと、この予算配分について点数をつけるならば、町長、御本人の思いが言えるならば、点数配分として幾らぐらいの点数をつけられるのか、ぜひお願いをしたいと思います。
○議長（安元慶彦君）町長。

○町長（坪根秀介君）まず、人口の部分ですけれども、内訳というか、大平地区、新吉地区で見ますと、この１年間の推移でいいますと、大平地区が百数名減少していると思いますし、新吉地区は逆に六十数名増加していたということで、やはり大平地区のほうに人口が横ばい、あるいは増加に転じれば、人口がふえるものと思っておりますし、あの大池公園周辺の開発は非常に意義があると考えております。
　あと私としては、その辺をうまく進めてまいるために、冒頭申し上げましたように、職員の研修とか、いろいろなことでいいものをやはり知らなければ、なかなか九州一は見えてきませんし、その辺をしっかり見据えた上で、ここの整備に関しても、よそに負けないような整備をしたいと思っておりますし、点数は今つけるというよりも、終わった後、１年たった後に評価すべきだと思っております。
○議長（安元慶彦君）三田議員。
○８番（三田敏和君）今時点で、予算編成の中で、私の思いがこれくらい入っているというならば、点数でどのくらいかといった質問をしたわけで、結果としては、決算の中に出てくるんだろうと思いますが、決算として、そして町民がどういう認識が高まるか、町民の思いが、ここに住んでいてよかったというのが、私は結果であろうと思うわけで、今の予算配分に対して、点数をしっかり町長としての思いをつけなければいけないと私は思っておりますので、今、本当に人口の減少傾向がふえているんではないかなという思いの中で、微増あるいは増加に転じるために、もちろん議会としても、それぞれ是々非々に評価はしますが、町長の思いが理にかなっておれば、それを応援する議会でありたいなとも思っておりますので、町長の思いをぜひ聞かせていただきたい。
○議長（安元慶彦君）町長。

○町長（坪根秀介君）ありがたい激励の言葉と受け取っておりますけれども、気合は十分でございますし、情熱も十分だと思っておりますので、今の時点で１００点を目指して頑張っていきたいと思いますし、私一人ではできません。各課長、あるいは職員みんなが１００点を目指して頑張ってまいりたいと思っております。
○議長（安元慶彦君）ほかに。
　宮崎議員。

○６番（宮崎昌宗君）冒頭で、職員研修を行って行政のレベルを上げていきたいというのがありました。まさしくそういったものは大事だと思いますし、どんどん研修していただいて、レベルを上げていっていただきたいと思いますが、一方で、この行政の両輪である議会の立場から言いますと、なかなか私たちもレベルを上げていかないといけない。
　当然、町長も議会経験者だから、十分、その辺は承知していることだと思いますが、私たちがレベルを上げるために研修していく上で、当然、自腹を切って研修する気持ちは十分あるんですけれども、厳密に言うと、それをすると町に対する寄附行為になり、好ましいことではないということをよく研修等で言われます。

　そういった点で、やはり議会としても研修してレベルアップして、同じようにレベルアップすれば、高い位置での議論もできると思います。そういった観点から、やはりそういった環境を議会が勉強する必要性もあると思いますが、そういった環境整備等も含めて、どうお思いか、ちょっとお聞かせください。
○議長（安元慶彦君）町長。

○町長（坪根秀介君）基本的に、地域活性化のモデルと選定されているのが、例えば島根県海士町であったりとか、新潟県見附市といったところが、非常に頑張っているところでございますし、実際に現場に行くことが大切だと思いますし、そういった先進地の事例をしっかり調査して、議会としても行政としても、そういうところを勉強するのは絶対やるべきだと思っておりますので、議会が行くべきかどうなのかというのは、それはやはり議会が判断してもらうべきだと思いますし、議長を通じて、こういう視察に行きたいということをおやりになればいいのかなと思っておりますし、我々は行政として、いろいろな知恵を絞って視察もしてまいりたいと考えております。
○議長（安元慶彦君）宮崎議員、私に対する質問みたいですね。
　それは十分、私は考えておりますから。
○６番（宮崎昌宗君）議長に対する質問というよりも、やはり限られた予算でありまして、昨年まではある程度、町のこのくらいの予算にプラスアルファ、自分たちの積立金で払っていた部分もありますが、来年度からはちょっとそれはやめてくれという話もあって、一人当たり８万の予算でやるのは限られてくるんじゃないかなというのもありまして、そういった議会経験者の町長の、議員が研修する必要性、環境整備の必要性をちょっと聞きたかったわけでございます。
○議長（安元慶彦君）ほかに。
　宮本議員。
○１１番（宮本理一郎君）２７年度の予算編成についてですが、例年以上にいろいろな事業が網羅されているように思うんですが、自主財源が年々、伸び悩んでいる現状において、ことしの場合は合併特例債が延長されたという前提において、これが優位な形で編成に作用したのかどうか。あるいは、この合併特例債の延長がなかった場合は、このような増加予算というか、全体的な事業の網羅ができなかったのかと。その点はいかがですか。
○議長（安元慶彦君）総務課長。

○総務課長（川口　彰君）合併特例債につきましては今後、借り入れをするかどうかということでございまして、新町建設計画で５年間延長という意味合いは、今後の５年間において、そういう事業をする場合に、今まで延長したということで、期間が長くなったということで、その分が活用できますよという意味でございますので、ちょっと質問の趣旨がわからなかったものですから。
○議長（安元慶彦君）宮本議員。
○１１番（宮本理一郎君）そういったことを想定した予算にしましたかということです。

○議長（安元慶彦君）総務課長。

○総務課長（川口　彰君）本年度につきましては、それは考慮しておりません。

○議長（安元慶彦君）ほかに。
　大山議員。
○９番（大山　晃君）先日、全協の中で、石破大臣のスクリーンを見せていただいた中で、地方創生ということがうたわれておりましたが、今度の２７年度予算案につきまして、どこにどう組んでいくのか、地方をどう立て直していくのか、上毛町をどうしていきたいのかというビジョンがうたわれていないようにあるんですが、町長、そこら辺の関係はどうでしょうか。
○議長（安元慶彦君）町長。

○町長（坪根秀介君）地方創生という言葉を冒頭にも申し上げましたけれども、私どもの町におきましては、やはり大池公園周辺をモデルとして活用していくことが、地方創生だと以前から思っておりましたので、国よりもむしろ、うちは先を行っていると考えております。
○議長（安元慶彦君）大山議員。
○９番（大山　晃君）実をとらなければ何もならないのですよ。実がないと。
　だから、私はあえて聞きますが、大池公園周辺が、インターチェンジができたことによって、本当にすばらしい町となっていくのか。その前にまだあるんじゃないかと思うんですね。その前に、もう一つステップとして、していくべきことがあるんじゃないかと思うんですよ。私は一段上を今、行っているように思うんです。
　だから、町長の思いが余りにも早過ぎるという気がいたします。だから、今、ここで私が申し上げたいのは、一歩下がって二歩前進というような施策のほうがいいんじゃないかと思う。今度、新しい課もできるようでありますけれども、それはそれなりにいいと思うんですけれども、それに対する人、人員の配置とか、人が足りなくなるんじゃないんですか。
○議長（安元慶彦君）町長。

○町長（坪根秀介君）私個人的な意見としましては、やはり職員は優秀な職員がそろっておると思っておりますので、十分足りると考えておりますし、また一歩下がって二歩前進というようなことも含めて検討してまいりたいと思っております。

○議長（安元慶彦君）大山議員。

○９番（大山　晃君）他の市町村で、余り窮屈な施策を考えていくと、職員がまいってしまうんですよ。だから、よその市町村を見ますと、長期にわたる休職者、お休みをされている職員がおるようでございますので、上毛町はぜひそういうことのないように、ひとつ御指導をお願いしたいと思います。

○議長（安元慶彦君）町長。

○町長（坪根秀介君）おっしゃるとおり、この職務は非常に激務でもあるとも思っておりますし、それをどう解決するのかということであれば、やはり私はむしろ県も示しておりましたけれども、箱詰め的な研修ではなくて、いろいろな視察研修というものに変わっていくということで、その辺も変わってくるのかなと思っておるところでございます。

○議長（安元慶彦君）ほかに。

（「質疑なし」という声あり）

○議長（安元慶彦君）質疑なしと認め、町長の提案理由の説明に対する質疑を終了します。

───────────────────────────────

○議長（安元慶彦君）これから、本日審議、採決する議案の上程を行います。

　日程第４、報告第１号　平成２７事業年度上毛町土地開発公社事業計画及び予算についてを議題とします。

　議案内容の説明を求めます。

　企画情報課長。

○議長（安元慶彦君）企画情報課長。

○企画情報課長（福田正晴君）それでは、報告第１号について御説明をいたします。
　平成２７事業年度上毛町土地開発公社事業計画及び予算について。平成２７事業年度上毛町土地開発公社事業計画及び予算について、地方自治法第２４３条の３第２項の規定により、別紙のとおり報告する。平成２７年３月３日提出、上毛町長、坪根秀介。
　次のページをお開きください。事業計画につきましては、朗読により説明させていいただきます。平成２７事業年度上毛町土地開発公社事業計画について。平成２７年の日本経済は、緊急経済対策などの政策の推進や、政労使の取り組み等により、雇用、所得環境が引き続き改善し、好循環がさらに進展するとともに、交易条件も改善する中で、堅調な民需に支えられた景気回復が見込まれ、物価についても原油価格低下の影響はあるものの、日本銀行の量的、質的金融緩和の効果等もあり、デフレ脱却に向け着実な進展が見込まれる。
　しかし、地域に魅力的な仕事がなければ、中長期的な地域に人を根づかせることはもちろん、活力の維持すら厳しくなる。地域経済の自立的、持続的な発展のためには、地域の中核企業の競争力強化と、特色ある新たな産業創出が重要と考えられる。よって、地方での雇用創出や企業の立地、地方拠点機能の強化などを推進する必要がある。
　上毛町では、企業の要望に即座に対応できる工業用地が枯渇しているのが現状であり、民有地を紹介するなどの対応に限られている。東九州自動車道が開通し、上毛スマートインターチェンジの供用が開始され、上毛町においても、自動車関係企業を初めとした製造業のみならず、新たな産業に対する需要も求められてくる可能性があると考えられる。
　このような情勢の中、当公社としても、公有地の拡大に関する法律第１７条の規定に基づき、町と連携をとりつつ、地域の秩序ある整備と住みよいまちづくりに寄与するために、以下のように事務事業を推進する。１、町からの工業団地取得事業の委託要請に基づき、速やかに適地選定と事業計画の策定を行う。２、新たな工業団地の適地検討を行う。３、多様な産業分野からの新規立地の需要に備える。このような事業計画になっております。

　続きまして、平成２７事業年度上毛町土地開発公社予算についてでございます。収入支出予算の総額は、収入支出それぞれ２１万７,０００円と定めております。その内容ですが、４ページをお願いいたします。まず収入でございます。１款事業外収入１項１目基本財政果実でございますが、これは５００万の基本財産の定期預金の利子で、１,０００円を計上しております。次に２項１目預金利子ですが、普通預金の利息ということで１,０００円を計上しております。３項１目の補助金ですが、上毛町土地開発公社事務費補助金交付要綱に基づき、土地開発公社の行う事業の事務執行上、必要な経費を申請するものでございます。２０万７,０００円でございます。次に２款１項１目繰越金が８,０００円ということで、合計いたしますと２１万７,０００円の収入を見込んでおるところでございます。

　５ページをお願いします。支出につきましては、経常的経費ということで、１款管理費１項一般管理費で、費用弁償等で２０万７,０００円、２款事業支出１項工業団地取得造成費で、旅費等で９,０００円、それと３款１項予備費で１,０００円を計上しております。合計いたしますと２１万７,０００円を計上しているところでございます。

　以上が、土地開発公社の事業計画及び予算でございます。これは先ほど町長のほうで説明がございましたが、２月２４日、土地開発公社役員会で議決をいただいているところでございます。
　説明は以上でございます。
○議長（安元慶彦君）説明が終わりました。

　これから質疑を行います。

　質疑はありませんか。

　宮本議員。

○１１番（宮本理一郎君）私は、この事業内容とか予算について、格別問題視するものではございませんが、今、説明にありましたようにＳＩＣの供用開始が始まったということで、土地開発事業の役目がいよいよ重大になってきているということから考えますと、議長がいつもおっしゃっていますように、広く会議を興し万機公論に決すべき公の会議において、ある方の一方的な大きな声による、見方によっては威圧ともとれるような発言で、その機会がないがしろにされるような、会議が進行を妨げられるようなことはあってはならない。
　つまり、住民共通の利益を図ろうとする事案に対して、まことに甚だ遺憾だと私は思うんですが、こういう大事な事業を推進する上において、特定の人物、特定の団体の意見によって左右するようなことがあってはいけないと考えますが、どうですか。
○議長（安元慶彦君）副町長。

○副町長（今任和広君）御質問の内容は、土地開発公社での会議についてのことだと思いますけれども、理事長としてお話をさせていただきますが、あくまでも公社のことでございますので、この場でそのことの是非はちょっと申し上げられない部分もありますけれども、あくまでも公社としては会議の運営に当っては、おっしゃられたように特定の声に左右されることのないような会議の運営を図っていくべきであるとは考えております。
○議長（安元慶彦君）宮本議員。
○１１番（宮本理一郎君）議長であられます理事長自身が、言葉による暴力とか侮辱されるとかいうような会議においては、会議自体の一定の成立がどうかという疑問さえも、私は感じた次第でございます。
　今後、いよいよこの土地開発事業は、既に三つの案件が上がっていますけれども、速やかに推進し、これをクリアしていくことが大事だと思っておりますから、今後、そういったことのないような会議の運営とか、そういった枠組みとか、いま一度考えていただきたいと思います。
○議長（安元慶彦君）答弁ありますか。

　副町長。
○副町長（今任和広君）会議の運営については、今後もよく考えてやっていきたいと思います。
○議長（安元慶彦君）三田議員。
○８番（三田敏和君）２７年度の土地開発公社の事業計画が承認された中で、従来にない、「町からの工業団地取得事業の委託要請に基づき」と一歩踏み込んだことが承認をされております。

　先ほど宮本議員が言いましたように、上毛のスマートチェンジが開通いたしまして、この地域でも非常に利便性が高まる中で、企業誘致は非常に上毛町にとってもメリットがあるものではないかなと思う中で、町として工業団地取得をいつごろまでに計画する思いを持っているのか、お聞かせをいただきたい。
○議長（安元慶彦君）副町長。

○副町長（今任和広君）ちょっと今の段階でいつまでにと明確に示すことは難しいと思うのですが、実際に企業側の考え等もありましょうから、できるだけ早期に実現できれば、これに越したことはないと思います。

○議長（安元慶彦君）三田議員。
○８番（三田敏和君）もちろん工業団地がなくて、その企業から上毛町はどうかという話があった場合に、やはりそれからの取得では非常に時間がかかるし、どうしても企業は時間の短い中で、どう動かしていくかというのが非常に重要なことであるので、しっかりその辺は考えながら、土地を取得するという方向を早目に、土地ありきで、やはり企業が来てくれるというのは、決断の中では非常に大きなウエイトを占めると思いますので、ぜひ計画が進んでいき、進めようとしていると思いますが、ぜひその辺は早急に出すべきではないかなと思っておりますので、理事長の見解をもう一度お願いいたします。
○議長（安元慶彦君）副町長。

○副町長（今任和広君）適地を選定するような作業、それからまた、要はその土地の地権者の方との調整等もございますので、そういったもろもろのことをクリアしなければならないわけですので、明確にいつまでというのはやはり難しいとは思いますけれども、なるべく早急にということでは考えていきたいと思います。

○議長（安元慶彦君）町長、思いがあれば少し。

　町長。
○町長（坪根秀介君）今、副町長が申し上げたとおりでございますけれども、やはり昨年もそういう声がかかった中で、間に合わなかったということもありますので、できるだけ早く考えたいと思いますし、またＰＡとの連結も含めて、あそこからやはり開通したということは、本当に便利になったんですけれども、それによってまた格差が広がる、田舎が特にまた過疎化が進むというようなことも考えられますので、ここを中心に、企業誘致も連携して、ＰＲの場にしてまいりたいと思います。
○議長（安元慶彦君）三田議員。
○８番（三田敏和君）結局、上毛のスマートチェンジが大型車も通るというようなインターでありますし、ぜひそこをうまく利用する、そこの通行量をふやすためにも、そういう展開は望ましいんじゃないかなと思うので、町として土地開発公社に積極的に要請をしていただきたいと思いますので、今後、推進をよろしくお願いします。

○議長（安元慶彦君）はい。三田議員の希望的見解ですね。
　峯議員。
○７番（峯　新一君）今まで話を聞いた中で、もう私の意見としては、これはもうとき既に遅しと。高速道路が開通した時点で、やはりそういう一つのモデル地域をつくっておかないと、もう今からつくったんじゃまた四年、五年かかります。
　こういう開発公社の会議とか、そういうのは年何回で、どういう人たちがかかわっているんですか。そこらをお聞かせください。
○議長（安元慶彦君）企画情報課長。

○企画情報課長（福田正晴君）基本的に、年に２回でございますが、随時、必要な案件があれば会議は開かれます。

○議長（安元慶彦君）峯議員。
○７番（峯　新一君）「九州一輝く町」を目標とした上毛町なんですけれども、たった年に２回で、こういうことが進められたのでは、いつまでたっても肝心なところはできないんじゃないかと。さっき宮本議員が言っていました、妨害があったとか、いろいろな圧力があったとかいうそこらあたりも、やはりそういうのを踏まえて慎重に、みんなで討論し合って、積極的に前向きに行かなくては、もう何一つ進まないと思います。
　だから、あり方自体をもう少し変えて、迅速に事が進むように、やはりきちんとした計画を立てて何回もやるべきではないかなと私は思うんですけれども。
○議長（安元慶彦君）少し性格を話してあげなさい。説明してあげなさい。

　企画情報課長。
○企画情報課長（福田正晴君）公社におきましては、いろいろな企業等の要望に迅速に対応するために、いろいろな状況でそういう会議を開きまして、対応できるように今後、やっていきたいと思います。
　開発公社としても、ここに書いておりますが、企業の要望にすぐに対応できる、工業団地等に対応できるように、準備はしていく必要があるのではないかというようなことで考えております。
○議長（安元慶彦君）峯議員。
○７番（峯　新一君）済みません、いろいろな仕組みがある中で、それは知らない私も悪いんですけれども、実際、私たちがそこの土地を買って商売をしたいというときに、これから町でそういうのを判断して工業団地をつくりますよでは、やはり企業には本当に来てもらえません。

　だから、ある意味いろいろなところに進出した企業を見本に、一つの仮モデルをつくって置いておいても、それは別に悪いことではないし、何だかんだ言われるあれはないと思います。ただ、そこら辺を早急によろしくお願いします。
○議長（安元慶彦君）その辺の見解は、答弁ありますか。町の考え。

　町長。
○町長（坪根秀介君）整備された土地、未整備の土地も含めて、十分に検討してスピードを上げてまいりたいと考えております。
○議長（安元慶彦君）ほかに。

（「質疑なし」という声あり）
○議長（安元慶彦君）質疑を終わります。

　以上で、本件の報告を終わります。
───────────────────────────────
○議長（安元慶彦君）日程第５、議案第２号　平成２６年度上毛町一般会計補正予算（第８号）を議題とします。

　議案内容の説明を求めます。
　総務課長。
○総務課長（川口　彰君）それでは、議案第２号につきまして、私から提案、また説明をさせていただきます。
　議案第２号、平成２６年度上毛町一般会計補正予算（第８号）。平成２６年度上毛町一般会計補正予算（第８号）は次に定めるところによる。第１条でございますが、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ５億３,９５７万６,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ５０億９,２６４万７,０００円とするものでございます。
　次に、第２条で繰越明許費、第３条で債務負担行為の補正につきましては、それぞれの表の補正によるものでございます。平成２７年３月３日提出、上毛町長、坪根秀介。
　それでは、補正予算の概要でございますが、６ページをごらんください。まず第２表の繰越明許費でございます。国におきまして今回、地方創生関連に法案が可決、成立したことに伴いまして、当町におきましても地方創生先行型交付金事業、及び地域消費喚起生活支援型交付金事業を実施することに伴いまして、今回新たに、今回の補正予算で計上し、２７年度に繰越明許をお願いするものでございます。
　まず２款１項の総務管理費でございます。地方創生先行型交付金事業の総合戦略策定調査事業で、１,０１９万２,０００円の繰越明許をお願いするものでございます。これにつきましては、地方創生の施策を実施するに当たり、地方版の上毛町の総合戦略を作成し、２７年度からの５年間の政策目標、あるいは施策を策定するための、基本的調査の委託料ということでございます。
　次に３款２項の児童福祉費で、同じく地方創生先行型交付金事業の子育て応援プロジェクト事業ということで２８５万３,０００円の繰越明許をお願いするものでございます。これにつきましては子育て応援講演会、それから関連冊子等の経費ということでございます。
　次に６款１項の商工費で、これにつきましては地域消費喚起生活支援型交付金事業ということで、１,７００万円の繰越明許をお願いするものでございます。商工会が発行いたしますプレミア付商品券の地域商品券発行事業補助金ということで、１,７００万円の繰越明許をお願いするものでございます。
　次のページの、第３表の債務負担行為の補正ということでございます。債務負担行為の追加ということで、げんきの杜指定管理料で、期間を平成２６年度から平成３１年度までで、限度額１億４,５５０万円にお願いするものでございます。

　げんきの杜の指定管理につきましては、３月末で指定管理が終了いたしますので、指定管理に関する事務処理等を３月に行いますので、期間を２６年度からとさせていただいているところでございます。
　次に８ページの歳入歳出補正予算の事項別明細書でございますが、まず歳入でございますが、１款の町税でございます。１０ページに内訳が載っておりますが、町税で１億６,３００万円の増額補正を行っております。個人町民税を１,５００万円、それから法人町民税を１億２,０００万円、固定資産税を２,０００万円、軽自動車税を２００万円、たばこ税を４００万円、入湯税を２００万円、それぞれ増額いたしまして、１億６,３００万円の増額補正をお願いするものでございます。
　次に９款の地方交付税の関係でございますが、これも１１ページに載っておりますが、今回、１億２,１９８万８,０００円の補正を行っております。まず普通交付税で１億３３万７,０００円を増額計上しておりますが、これにつきましては普通交付税の確定によりまして、普通交付税は２２億５,０５４万９,０００円となります。
　それから、特別交付税でございます。これは見込みでございますが、今回、２,１６５万１,０００円を追加いたしまして、総額で１億８,０００万円を見込んでいるところでございます。現時点では、地方交付税の総額見込みは２４億３,２２０万円を見込んでいるということでございます。

　それから次に１１款の分担金及び負担金でございます。６２万３,０００円の減額補正を行っておりますが、主といたしまして、老人福祉施設入所措置費負担金７１万６,０００円の減額によるものでございます。
　次に、１２款の使用料及び手数料でございます。２７７万６,０００円の減額補正でございます。主といたしまして、公営住宅使用料の２００万円が主なものでございます。
　次に、１３款の国庫支出金でございます。４,７１８万２,０００円の増額となっておりますが、これにつきましては、主として保育所運営費負担金、それから障害者医療負担金、臨時福祉給付金等給付事業補助金、それから社会資本整備総合交付金、学校施設環境改善交付金等の減額と、頑張る地域交付金、それから地域住民生活等緊急支援交付金等の増額によりまして、差し引きで増額計上を行うものでございます。
　次に、１４款の県支出金でございます。１,７２８万１,０００円の減額補正でございます。浄化槽設置整備事業補助金、またこのほか国庫支出金で減額となりました各種負担金、補助金等に伴い、県からの各種負担金、補助金等が減額となっております。
　次に、１５款の財産収入でございますが、２,９３８万７,０００円の減額補正でございますが、主といたしましてコモンパーク上毛彩葉の分譲宅地売り払い収入の減によるものが、主な減額ということでございます。
　次に、１７款の繰入金でございます。５６７万１,０００円の減額補正でございますが、今回、各種事業費の確定、及び頑張る地域交付金、それから社会資本整備総合交付金の財源確保により減額となっております。
　次に、１８款の繰越金でございます。２億７,４５５万４,０００円の増額補正でございます。前年度繰越金を今回、全額計上させていただいております。

　次に、１９款の諸収入でございます。１,１４１万円の減額補正でございますが、主といたしまして、東九州自動車道に伴う、埋蔵文化財発掘調査委託事業の収入の減額によるものでございます。

　歳入合計ということで、５０億９,２６４万７,０００円の歳入でございます。

　次に、９ページの歳出関係でございますが、まず全体的には、人件費関係の不用額、それから各款におきまして今後の支出見込み等によりまして、不用額等の精査を行っております。

　主な増減等につきましては、２４ページからの歳出予算で説明をさせていただきます。２４ページでございます。１款の議会費でございますが、１５９万円の減額でお願いをしております。職員の辞職、及び職員の育児短期時間勤務に伴いまして、議員報酬と職員給料等を減額しております。
　次の２５ページの、２款の総務費でございますが、総務費全体で１,０５６万７,０００円の減額を行っております。減額分につきましては人件費関係、それから事務費、需用費関係等々の今後の支出見込みにより減額しておりますが、これは総務費以外につきましても同様でございますので、この分の説明は省略させていただきます。
　総務費関係では、総務費の一般管理費におきまして、１９節の事務的負担金で職員の退職に伴う退職手当組合特別負担金として３７５万３,０００円をお願いしております。

　次に、２６ページをお願いいたします。６目の企画費の１節の委員報酬、１３節の地方版総合戦略策定調査業務委託料で、あわせまして１,０１９万２,０００円を新たに計上しておりますが、これは第２表の繰越明許費でも説明いたしましたが、地方創生に伴う事業費の計上でございます。
　また１５節の工事請負費につきましては、入札執行残により減額計上、それから１９節の地域づくり活動事業補助金では上毛祭の中止による減額。それと定住促進補助金、それからコモンパーク関係の補助金でございますが、宅地分譲実績により減額となっております。
　次に、２８ページをお願いいたします。５目の県知事県議会選挙でございますが、４月１２日に執行されます選挙経費を補正で計上しております。
　次に、３１ページをお願いいたします。３款の民生費全体で６,０５３万５,０００円の大幅な減額をしておりますが、減額分の主なものといたしまして、１項１目１９節の臨時福祉給付金の申請者等の精査によりまして減額。また、２８節の国民健康保険特別会計繰出金を増額で計上しております。
　次に、１項２目１３節の事務事業委託料で、精査によりまして、高齢者保健福祉計画委託料の減額をしております。

　次に、３２ページになりますが、１９節の事務的負担金で、福岡県介護保険広域連合負担金の負担金の確定によりまして減額。それから２０節の扶助費では、実績等により減額で計上しております。
　同じく４目の障害福祉費の扶助費におきましても同様でございます。また、同じく２３節の国県等精算還付金では、これは３３ページでありますが、精算により増額計上となっております。それから５目の重度障害者医療費対策費の扶助費におきましても、実績等により減額計上ということでお願いをしております。
　次に、２項１目の児童福祉総務費でございますが、これは３３ページの一番下の、７節の賃金でございますが、次の８節の報償費、それから９節の旅費、それから１１節の需用費のうちの消耗品費と子育てハンドブック印刷代、及び次世代育成支援行動計画印刷代、それから１３節の委託料の一番下の欄の、子育て応援講演会業務委託料、合わせまして２８５万３,０００円を新たに計上しております。これにつきましても、第２表の繰越明許費で説明いたしましたが、地方創生に伴う事業費ということで計上させていただいております。
　同じく１９節、これは３５ページの一番上のほうですが、事務的交付金の子育て臨時特例給付金でも、臨時給付金同様に、申請者等の精査によりまして減額計上をしているところでございます。
　次に、３６ページをお願いいたします。４目の乳幼児医療対策費の、２０節扶助費の乳幼児医療費では実績及び今後の見込み等により減額計上しております。
　それから次のページの４款の衛生費全体で、７,１３２万６,０００円の大幅な減額をしておりますが、減額分の主なものでは、１項２目の予防費の予防接種委託料、それから３目の保健事業費のがん検診委託料でございます。実績及び今後の見込み等により減額計上ということでございます。

　それから次のページ、３８ページですが、建設的補助金で太陽光発電システム設置費補助金におきまして、申請実績及び今後の見込みによりまして減額計上しております。
　次に、２項の上下水道費の１目の２８節の繰出金でございますが、簡易水道拡張工事費事業費の減額によるものと、２目の１９節の浄化槽設置補助金では、申請実績及び今後の見込みによりまして減額計上ということでございます。
　それから、次のページですが、５款の農林水産業費全体で７５６万８,０００円の減額を行っております。減額分の主なものでは、次の４０ページになりますが、７目の史跡調査費の１３節の史跡調査業務の委託料の入札の執行残によるものでございます。
　次に、４２ページをお願いいたします。商工費でございます。１,６４０万円の増額を計上しております。これにつきましては、事務的補助金におきまして地域商品券発行事業補助金ということで、これも第２表の繰越明許費でも説明いたしましたが、地方創生に伴う事業費を新たに計上するものでございます。
　次に、土木費でございます。全体で１,２０１万円の減額を計上しております。減額分の主なものでは、３目の道路新設改良費の物件移転補償費におきまして、現地調査の結果からの減額。それから５目の社会資本整備総合交付金事業費では、１３節の委託料におきまして随意契約によりまして、経費の節減を図ったということで減額計上をしております。
　次に、４６ページをお願いいたします。９款の教育費でございます。教育費全体で、６,２９９万１,０００円の増額をしておりますが、９款１項４目の奨学金におきまして、奨学資金特別会計に繰出金ということで１億円をお願いしております。詳細は議案第７号で、教務課長から説明いたしますが、基金積み立てとして繰り出すものでございます。
　それから、４７ページから４８ページにかけての３項の中学校費でございますが、４８ページの委託料の屋内運動場、これは体育館の分でございますが、体育館の点検委託料と工事請負費のグラウンド改修工事につきましては、入札の執行残ということでございます。
　次に、４項３目の文化財保護費におきましても、東九州自動車道関係の文化財調査委託の入札の執行残でございます。
　それから５１ページをお願いいたします。１１款の公債費では、２億６,５３７万７,０００円の大幅な増額をお願いしておりますが、これにつきましては、今回の補正予算におきまして町債の繰り上げ償還に伴う元金、利子等を計上しております。この町債への繰り上げ償還につきましては、平成１７年度の合併以来、必要最小限の町債のみの借り入れを行うということで、議員の皆様、御存じのとおり、町債残高及び公債費は年々減少しているところでございますが、現行制度での普通交付税、それから合併算定がえ額の全額交付が行われます平成２７年度までの間に、町債残高を圧縮することで合併算定がえ終了以降の、町の財政に対する負担を極力軽減する必要があると認識をしているところでございます。
　また、当議会におきましても、減債基金の有効活用について指摘がなされ、任意繰り上げ償還の検討、実施を行うとの答弁をいたしております。今回、これらによりまして、任意繰り上げ償還を執行するに当たり、まず利率が高いもの、それから償還期間が長期にわたるもの、交付税措置が低いものの中から選定をいたしまして、その結果、上水道出資債１４件、また来年度の歳入状況を勘案し、縁故債を追加で繰り上げ償還いたします。なお、この縁故債につきましては、繰り上げ償還を行うことで、以降の利子の支払いがなくなるということで、財政的なメリットが非常に大きいと考えているところでございます。
　次に、最後になりますが５２ページの１２款の諸支出金でございます。財政調整基金、それから公共施設整備基金等に３億５,９９６万４,０００円の基金積立を行うものでございます。
　以上、概略ではございますが、全体的な説明でございます。詳細につきましては、質疑内容によりまして、所管課長から答弁させていただきます。

　以上でございます。
○議長（安元慶彦君）説明が終わりました。
　これから、質疑を行います。
　質疑はありませんか。
　茂呂議員。
○１０番（茂呂孝志君）まず１０ページです。１款１項２目法人税、補正前４,０００万円でありましたが、１億２,０００万円の補正計上がされています。３倍になっていますけれども、なぜこのようなことになったのか、理由をお聞かせください。
　それから固定資産税ですが、これも増額補正であります。ある程度、計算されるものではあると思いますが、当初よりも約７％増であります。この点についての御説明を願います。
　それから２０ページ、１５款２項１目不動産売り払い収入、コモンパークの分譲の売り払い収入が、予定よりかなり低い件数だと思います。これについては、何件分に当たるのかお尋ねいたします。
　それから２１ページ、１７款２項２目住宅新築資金特別会計繰入金２３２万９,０００円とあります。これは多分、借り入れが未払いであったので、こういう形にせざるを得なかったのではなかろうかなと思うんですが、今後、こういう形が続くのかどうかお尋ねします。
　それから３１ページ、２款１項１目２８節繰入金、国保の特別会計に繰り入れていますけれども、これは多分、法定外の繰り入れだと思いますが、法定外の繰り入れとしたら、この時点で合計幾らになるのかお尋ねします。
　それから４２ページ、６款１項１目１９節プレミアム商品券ですが、以前、町は住宅リフォームにも使えると答弁しています。予算計上の内容を見ると、商工会に加入していないと使えないように思うのですが、一人親方とか左官屋さん、そういう商工会に加入していない職人にも使えるようにすべきではないかなと思いますが、お考えをお聞かせ願いたいと思います。
　また、このプレミアム商品券は、大平楽の温泉券にも制度的には利用できるのか、できないのかお尋ねいたします。

　それから、５１ページの任意繰り上げ償還ですけれども、繰り上げ償還することはいいことだと思います。期限までに返済するのと、補償金を支払って、繰り上げ償還をする。このことを比較した場合に、金額的にどのぐらいのメリットがあるのかお尋ねいたします。
○議長（安元慶彦君）税務課長。

○税務課長（福本豊彦君）それでは、私からは議員質問の法人税、並びに固定資産税の増額に至った経緯について答弁をしたいと思います。
　最初の町税の税収につきましては、確実な税収見込みの金額を全体的に当初予算で計上させていただいているところでございます。そういう状況の中で、議員質問の法人税につきましては、御存じのように町民税は均等割と法人税割というのがございまして、一昨年までは均等割の金額で、過去の実績で予算計上させていただいていたところでございます。
　昨年から一部、過去の実績に基づいて、法人税割等も一部加算させていただいていたところでございますが、今回、増額の予算を、補正をお願いした分につきましては、自動車関連法人につきまして、確定申告によりまして、２社で１億２,８００万ほどの確定申告の金額が、申告がございましたので、その分を補正で増額で計上させていただいたところでございます。
　次に、固定資産税でございますが、経済情勢等を踏まえながら、企業の設備投資が減少しているという償却資産の申告等もございましたので、当初予算につきましては減額の予算を計上していたところでございますが、最終的に申告等によりまして、調定額で２,０００万円の補正を行うような状況になりましたので、増額の収入があったということで今回、２,０００万円の補正をお願いしたところでございます。

　以上です。
○議長（安元慶彦君）企画情報課長。

○企画情報課長（福田正晴君）では、コモンパークの不動産売り払い収入の関係でございますが、当初予算では３０戸掛ける２７０万ということで、２７０万については平均の金額でございます。で、予算措置８,１００万ということで収入を上げておりましたが、今現在で２６年度、販売戸数が１９戸でございます。

　その金額が５,０７４万９,２０４円ということで、その差額が今回、収入の減ということで計上させていただきました。次に、地域商品券発行事業の関係でございますが、家のリフォーム等に使えるかどうかということで、まず最初に、商工会に御加入されている方はもちろん使えると思いますが、一人親方というような形で、個人でされている方も、一時的に商工会に入るような措置があるということを聞いております。そういうことであれば、この商品券でも対象になるんじゃないかと思っております。
　それと、大平楽の風呂の件につきましては、対象になると私は思っておりましたが、そこのところは済みません、ちょっと確認させていただきたいと思います。そこはちょっと明確には答えられません。
　以上でございます。
○議長（安元慶彦君）住民課長。

○住民課長（佐矢野　靖君）それでは、住宅新築資金等特別会計繰入金２３２万９,０００円の件ですが、こちらは住宅新築資金等償還推進助成事業補助金の額が増額されております。その分と、前年の繰越金の分を合わせて一般財源、一般会計に繰り入れるという形にしております。
　以上です。
○議長（安元慶彦君）長寿福祉課長。

○長寿福祉課長（末松克美君）それでは、３１ページの繰出金３７２万１,０００円。これが法定外ではないかということでございますが、これは法定外ではなくて、保険基盤安定繰入金等の分でございまして、法定外の分は３,０００万で変わっておりません。

　以上です。
○議長（安元慶彦君）総務課長。

○総務課長（川口　彰君）公債費の繰り上げ償還の関係でございますが、２６年度末の元金が約３億１,０００万ございます。これを繰り上げ償還しなくて、終了までの利子ということになりますと、３億１,０００万円と１,９７８万が利子になりますが、今回、繰り上げ償還をすることによりまして、補償金が８１５万発生いたしますので、結果といたしましては１,１６２万４,０００円のメリットがあるということでございます。
　以上です。
○議長（安元慶彦君）茂呂議員。

○１０番（茂呂孝志君）プレミアム商品券の件でお伺いいたします。
　福岡県内で住宅リフォーム助成制度を創設しているところは今、ふえているんですけれども、創設していなくて、このプレミアム商品券で職人さんが等しく仕事が回っているというところが、たしか糸島ともう一つあったと思いますけれども、そこも一時的にそういう職人さんが商工会に入って仕事を受けているのかどうか、お尋ねいたします。
　それからもう一つ、住宅新築資金特別会計繰入金ですが、私がお聞きしたいのは、本来、返済すべき金が入らなくて、県国からの助成事業で金が入り、その一部を町が補わなければならない状況で、繰り入れをしなければならないという状況ではないのかなと、私は思うわけですが、その点についてお尋ねしているわけです。
　そして、今後そういうことが続くのであれば、多分、金融機関だと思いますが、どのくらい借金があるのかをお尋ねいたします。
○議長（安元慶彦君）企画情報課長。

○企画情報課長（福田正晴君）茂呂議員、他町村、先ほど糸島市とかいう市町村を挙げていただきましたが、済みません、今の段階では町、市のほうで、そういう措置を商工会がとっているかというのはわかりません。調べればわかると思いますが、今の段階では、対象になるかはわかりません。
○議長（安元慶彦君）住民課長。

○住民課長（佐矢野　靖君）住宅新築資金の補助金の関係ですけれども、幾つかメニューがありまして、毎年、償還事務費の分だけで計上しておりますが、今回は借り受け人、それと保証人が破産したり死亡したりした場合に、町の財政負担の軽減を目的として交付される補助金が、今回、増額されているということになっております。

　それも議員おっしゃるように、返済金が入らなくてという、本来の返済しなければいけないものをできないという債権が発生した。それに対して、国県から４分の３の補助が来て、その分が今回と。一般会計から特別会計に繰り入れているのが６,８２４万円です。ですから、その分だけですから、金融機関には特に借り入れはございません。ですから、その分がありますから、一般会計にそちらから繰り入れたということをしております。
　それと、続くのかということですけれども、こういう事例があった場合、県と協議し、それを国に認定されれば、また補助金という形はおりてくるかなとは思いますが、ケースバイケースになってくると思います。
　以上です。
○議長（安元慶彦君）茂呂議員。

○１０番（茂呂孝志君）住宅新築資金の繰入金はわかりました。

　それで、返済不能な方があれば、もう現時点でわかっていれば、何件ぐらいあるのか。それから、プレミアム商品券ですれども、職人さんに等しく仕事が回るように、この制度をつくって一時的にでも加入していただければ、仕事が回りますよということで、職人さんにも徹底していただいて、等しく仕事が回るようにお願いしたいと思います。
○議長（安元慶彦君）住民課長。

○住民課長（佐矢野　靖君）今時点で何件かということですが、こういう事例があったから今回、申請したわけですね。だから、そういう事例が発生した時点で申請していく形になりますから、今の時点ではこの１件だけという形になります。それで前回、一度ありましたので、２例目という形にはなります。
　以上です。
○議長（安元慶彦君）企画情報課長。

○企画情報課長（福田正晴君）商工会等とも協議して、確認してまいりたいと思います。
　以上です。
○議長（安元慶彦君）ほかに。
　三田議員。

○８番（三田敏和君）補助金について、いろいろな目玉として町が補助金を交付しようとしている事業がありまして、３３ページ、三世代同居世帯支援事業補助金１０６万８,０００円不用額が出ておりますが、それから３７ページ、予防費の中で予防接種委託料不用額６５０万。これもどういう予防接種に対して、特に不用が多いのか。何種類かありましたよね。どういう不用額に対して多いのか。
　それから３８ページ、太陽光発電補助金ですね。２０６万ということは、約２０世帯分かな。それと、その下に建設的補助金ということで、浄化槽の補助金が３,３００万ということで、非常に不用額が出ております。
　需要、ニーズに対して、そういうことが望めないのか。今現在、太陽光、それから浄化槽も含めて、今年度、どのくらいの世帯数にかけて補助金を出そうとして、どのくらい余ったのか。そういうことについて、ちょっと答弁願います。
○議長（安元慶彦君）子ども未来課長。

○子ども未来課長（岡崎　浩君）まず三世代でございますが、当初予算の編成時、住基等で確認できる範囲で対象者を絞ります。申請制度でございますので、申請等、それから途中で対象でなくなった方等もありますので、そういった部分で実績上、予算は４６７万組んでおりますが、今回、１０６万の減額補正が出たということでございます。
　続きまして、予防費の観点でございますが、まずこの予防費、本年度につきましては９月に高齢者の肺炎球菌と、それから水痘、みずぼうそうの部分が新たに制度化された部分で組みました。まず、その部分でみずぼうそうの部分が、見込みよりもかなり、要するに既接種者が非常に多かったという部分で、そこが１００万ほど残っている部分と、子宮頸がんにつきましては、制度の再度のスタートがいつかというのが見込めないので、当初予算上からも計上はしておりましたので、その分が全額、減額になります。それからインフルエンザにつきましては、若年性のインフルエンザが２回目以降の接種費が非常に近年、価格を下げて、医療機関が提供するようになった部分で、若干、残額が多かった。接種率はかなり高いんですが、そういった部分の要因がございます。
○議長（安元慶彦君）住民課長。

○住民課長（佐矢野　靖君）３８ページの太陽光発電システムの件ですが、こちらはもともと４０件で８００万円の予算措置をしておりました。それで今、申請が出ているのが３０件となっております。ですから、その分で、この不用見込み額が発生したということです。

　以上です。
○議長（安元慶彦君）建設課長。

○建設課長（古原典幸君）浄化槽でございますが、当初、１１０基を予定しておりました。一般的な家庭の方が８０基プラス、コモン上毛に３０基ということで、１１０基を予定しておりまして、実績で６９基、その差額分を減額といたしました。
　以上です。
○議長（安元慶彦君）三田議員。
○８番（三田敏和君）三世代は昨年度も非常に申請率が悪かったように思うんですね。しかしながら、地域に住んで子供を育てていくという中では、三世代同居をするというのは非常に、子供を育てる中にも重要なことではないかなと私は思っています。

　そういう中で、ＰＲ不足ではないと思うけれども、こういう実績は非常にいかがかなと思うので、いろいろなところで広報を通じてＰＲをしているとは思いますが、何らかまた手を打たなければいけないのかなと思います。
　それから予防接種につきまして、子宮頸がんにつきましては、先ほど重篤な患者が出ているので、積極的な勧奨はしないという国の見解が出ていると思いますけれども、その後いたって何も進展はしていないわけですね。ということであれば、この辺もちょっとどうかなと思うのと、みずぼうそうにつきましては、ちょっと時期がどうのと言われましたけれども、その辺についてももう一度確認をいたしたいと思います。
　太陽光発電は、今、太陽光発電がついている各家庭に蓄電池を設置しませんかというようなことが、電話でかかっておるようですね。その蓄電池も、今、国の補助も認められているようで、何か３月に向けて今、一生懸命勧誘をしているという状況があります。それは結局、深夜電力を蓄電池に貯めて、通常の時間使うとか、太陽光発電の余剰を蓄電池に貯めて使うとか、太陽光、自然光を、自然の熱を使ってそういうエコなエネルギーを使うのは非常に大事なことであって、そういう中ではもっと幅広い補助のあり方を、今後の中で考えていただきたいと思うのと、浄化槽につきましては、僕は下水道ができない上毛町の中では、もっともっと積極的に進めるべきであって、その辺の勧奨をぜひ再度やっていただきたいと思います。
　その辺、答弁を。

○議長（安元慶彦君）子ども未来課長。

○子ども未来課長（岡崎　浩君）まず三世代でございますが、２７年度しっかり広報をしていきたいと思います。そのためには、今補正予算でハンドブック等も組んでおりますので、そういった部分も含めて、様々な広報を行っていきたいと思います。

　それから、予防接種の部分で、議員も御承知のように、子宮頸がんの部分は、ただ再開になれば、当然、勧奨するようになればということで予算を組んでおる部分でございまして、あとみずぼうそうにつきましては、罹患済みの対象者がかなり多かったという部分、既にかかっている人は必要ございませんので、それがかなり、予測以上に多かったということでございます。
○議長（安元慶彦君）住民課長。

○住民課長（佐矢野　靖君）太陽光発電システムの件ですが、実際、国からの補助金も今はもうない状態であります。それで一応、２７年度に制度をもうちょっと考え直す時期に来ているんじゃないかということで、検討するように予定はしております。
　以上です。
○議長（安元慶彦君）建設課長。

○建設課長（古原典幸君）浄化槽でございますが、浄化槽はよその町村に例のない補助金をつけさせてもらって、環境整備ということで実施をさせていただいておりまして、平成２４年度までは、かなり右肩上がりで上がっておりましたが、２５年、２６年度、少しずつ設置基数が減ってきております。
　現在、２,３００ぐらいの総戸数に対して、浄化槽設置戸数が１,１００強、さらに農業集落排水事業で接続されておる方が約２５０件。ということで、集落のゼンリンの地図に落としてみますと、かなり残っておられる方が高齢者、あるいは一人家庭の方が多くて、そういった形で、自治会長を通じながら、または業者に積極的に推進をお願いしておるところでございますが、現在、少し頭打ちになってきているというのが現状でございますが、先ほど議員がおっしゃられましたように、うちの生活排水につきましては、この浄化槽を積極的に進めるということでございますので、今後とも積極的に推進を図ってまいりたいと思っております。
○議長（安元慶彦君）ほかに。
　宮崎議員。
○６番（宮崎昌宗君）４８ページの中学校の件で工事請負費、グラウンド改修工事費用を見るわけですが、たしか当初予算は４,０００万ぐらいだったと思いますが、不用額が１,１８０万ということで、かなり大きな額が残っていますが、これは単純に入札執行残ですか。
○議長（安元慶彦君）教務課長。

○教務課長（尾崎幸光君）議員言われるように、１,１８０万、入札執行残でございます。
○議長（安元慶彦君）宮崎議員。
○６番（宮崎昌宗君）大分、当初の予定とは離れているようでございますけれども、工事内容的には問題はなかったんですか。

○議長（安元慶彦君）教務課長。

○教務課長（尾崎幸光君）工事のほうは、当初、計画していた部分は、総合グラウンドの様式を使うということで考えておりましたが、中学校のグラウンドの下のほうが水はけがよくないということで、違う工法をとらせていただいております。
○議長（安元慶彦君）ほかに。
　岩花議員。
○１番（岩花寛之君）１点、質問させていただきます。

　３４ページ、２款２項１目１１節の子育てハンドブックについてなんですけれども、今回の予算で１００万の予算がついておりますけれども、どういった冊子なのか。それと、内訳がないんですけれども、何部ほど作成されるのか、教えてください。
○議長（安元慶彦君）子ども未来課長。

○子ども未来課長（岡崎　浩君）子育てハンドブックですが、様式はまだ印刷にかかる際に、サイズを詳細に検討しますが、Ｂ６判でポケットサイズの部分で、現在ある分の改定分という形で考えておりまして、一応４,０００部印刷するようにしております。

　全戸に配付と、その後、コマーシャル用でしっかりととって、様々な部分で子育て支援のコマーシャル用という形で。
○議長（安元慶彦君）岩花議員。
○１番（岩花寛之君）この子育てハンドブックですけれども、３年前の平成２４年に１６８万という予算で一度、つくられているんですけれども、そのときの冊子はどれぐらいつくられているんでしょうか。
○議長（安元慶彦君）子ども未来課長。

○子ども未来課長（岡崎　浩君）あのときは３,０００だったんじゃないかなと。ちょっと当時の部分で、はっきりとは覚えませんけれども、そうだったんじゃないかなと思います。

○議長（安元慶彦君）岩花議員。
○１番（岩花寛之君）今回、質問したのが、ハンドブックということなんですけれども、やはり今の若い世代の方は、恐らく本を持ち歩くということがなくて、スマートフォンであったり携帯電話ということで情報をとられるかと思うんですね。
　その点で今、上毛町のホームページを子育て、ないし出産というところの項目で検索をかけても、その子育てハンドブックというところが全く出てこないんですね。そういったところの広報活動に予算を大きく使われるので、反映していただけたらなと。４,０００部ということなんですけれども、そういったホームページの利活用をおねがいできたらなということで質問させていただきました。
○議長（安元慶彦君）子ども未来課長。

○子ども未来課長（岡崎　浩君）済みません。１点訂正があります。４,０００部ではなくて５,０００部。それと、ホームページにつきましては、今回の改定部分には全てホームページにアップするように一応考えて、予算は組んでおるつもりでございます。

　前回の部分は、ＰＤＦデータ等が、なかなかページ数も多い関係で、うまくリンクできなかった部分がありますので、今後はそういう部分で考えていきたいと思っております。
○議長（安元慶彦君）ほかに。
（「質疑なし」という声あり）
○議長（安元慶彦君）質疑を終わります。

　これから、討論を行います。

　反対討論はありませんか。

○議長（安元慶彦君）茂呂議員。

○１０番（茂呂孝志君）私は議案第２号は反対の立場から討論いたします。

　住宅新築資金に２３２万９,０００円を繰り入れています。これは過去のずさんな貸し付けがこのような結果を招いたのであります。私はずさんな貸し付けについては反対してきているので、この議案に反対いたします。
○議長（安元慶彦君）賛成討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）
○議長（安元慶彦君）討論なしと認め、討論を終わります。

　これから、本案を採決します。

　本案を、原案のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。

（起立多数）

○議長（安元慶彦君）起立多数です。よって、議案第２号　平成２６年度上毛町一般会計補正予算（第８号）は、原案のとおり可決することに決しました。
　ここで暫時休憩します。
　午後の再開を１時３０分にします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　休憩　午後　０時１４分
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　再開　午後　１時３０分

○議長（安元慶彦君）休憩前に引き続き会議を再開します。

―――――――――――――――――――――――――――――――

○議長（安元慶彦君）日程第６、議案第３号　平成２６年度上毛町国民健康保険特別会計補正予算（第５号）を議題とします。
　議案内容の説明を求めます。
　長寿福祉課長。
○長寿福祉課長（末松克美君）それでは、議案第３号を御説明いたします。平成２６年度上毛町国民健康保険特別会計補正予算（第５号）。歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１,１７９万５,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１０億５,８１６万５,０００円とする。平成２７年３月３日提出、上毛町長、坪根秀介。
　歳出の１４ページをお開きください。２款の保険給付費で、６５９万９,０００円増額補正をしております。これにつきましては、２目の退職被保険者等の療養給付費が９２４万円。これは、医療費が大幅にふえたということで増額補正をいたしまして、４項の出産育児諸費で、見込みより出産人数が減少したために、２１０万１,０００円減額をしております。
　次に、１９ページをお願いいたします。７款の共同事業拠出金で、各市町からの拠出金で、都道府県単位で費用調整するための高額医療費、及び保険財政拠出金としまして５４６万円減額補正をしております。

　２０ページをお願いいたします。８款の保健事業費で、健診の受診者が見込みより減少したために、１６８万８,０００円の減額補正をいたしております。
　次に、２１ページをお願いいたします。１１款の諸支出費で、実績により確定いたしました平成２５年度の療養給付費等の負担金返還金といたしまして、１,５２２万３,０００円増額補正をしております。財源につきましては、９ページの７款共同事業交付金、及び１１ページの１０款の繰越金を充当しております。
　以上でございます。
○議長（安元慶彦君）説明が終わりました。
　これから、質疑を行います。
　質疑はありませんか。

（「質疑なし」という声あり）
○議長（安元慶彦君）質疑なしと認め、質疑を終了します。

　これから、討論を行います。
　反対討論はありませんか。
（「討論なし」という声あり）
○議長（安元慶彦君）賛成討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）
○議長（安元慶彦君）これで、討論を終わります。

　これから、本案を採決します。
　本案を原案のとおり決することに、賛成議員の起立を求めます。
（全会一致）

○議長（安元慶彦君）全会一致。よって、議案第３号　平成２６年度上毛町国民健康保険特別会計補正予算（第５号）は、原案のとおり可決することに決しました。

―――――――――――――――――――――――――――――――

○議長（安元慶彦君）日程第７、議案第４号　平成２６年度上毛町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）を議題とします。

　議案内容の説明を求めます。

　長寿福祉課長。
○長寿福祉課長（末松克美君）それでは、議案第４号を説明いたします。
　平成２６年度上毛町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）です。第１条としまして、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ２０５万円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１億３,０３２万６,０００円とするものでございます。平成２７年３月３日提出、上毛町長、坪根秀介。

　歳出の８ページをお願いいたします。１款１項１目の一般管理費で、職員手当等で２５万円減額をしております。その次の９ページですが、２款１項１目の後期高齢者医療広域連合負担金で、保険料軽減分の保険基盤安定負担金等で１５０万円を減額補正しております。
　次の１０ページをお願いいたします。３款１項１目保険料還付金で、過年度で所得が変わった等による過誤納付還付金の不用額といたしまして、３０万円減額補正をしております。
　それに伴いまして、８ページ、９ページの一般管理費、及び後期高齢者医療広域連合納付金を減額補正しております。
　以上でございます。
○議長（安元慶彦君）説明が終わりました。
　これから、質疑を行います。
　質疑はありませんか。

　茂呂議員。

○１０番（茂呂孝志君）６ページ、１款１項２目、普通徴収保険料５０万円減とありますが、この減額された理由についてお伺いいたします。

○議長（安元慶彦君）長寿福祉課長。

○長寿福祉課長（末松克美君）これは現年分の死亡、それから当初の見込みの差ということでございます。

○議長（安元慶彦君）茂呂議員。

○１０番（茂呂孝志君）死亡ということは言われましたけれども、それでは特別徴収のほうではなかったのか、お伺いいたします。
○議長（安元慶彦君）長寿福祉課長。

○長寿福祉課長（末松克美君）当然、特別徴収もございましたが、補正するまでには至らなかったということでございます。
○議長（安元慶彦君）ほかに。
（「質疑なし」という声あり）
○議長（安元慶彦君）質疑なしと認め、質疑を終了します。

　これから、討論を行います。
　反対討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）
○議長（安元慶彦君）賛成討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）
○議長（安元慶彦君）討論なしと認め、討論を終わります。

　これから、本案を採決します。
　本案を原案のとおり決することに、賛成議員の起立を求めます。

（全会一致）

○議長（安元慶彦君）全会一致。よって、議案第４号　平成２６年度上毛町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）は、原案のとおり可決することに決しました。

―――――――――――――――――――――――――――――――

○議長（安元慶彦君）日程第８、議案第５号　平成２６年度上毛町農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号）を議題とします。

　議案内容の説明を求めます。

　建設課長。
○建設課長（古原典幸君）議案第５号　平成２６年度上毛町農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号）。平成２６年度上毛町農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号）は次に定めるところによる。第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ１３５万円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ５,８１３万５,０００円とする。平成２７年３月３日提出、上毛町長、坪根秀介。

　予算書の９ページをお願いいたします。１款１項１目の処理施設等管理費で、２５万円増額させていただき、３,０８６万７,０００円とするものでございます。内容につきましては、３節の職員の時間外手当で１５万減、及び１１節の需用費、これは電気代でございますが、所用見込み額が不足しましたので、４０万円を増額させていただき、差し引き２５万円の増額とするものでございます。
　次のページをお願いいたします。２款１項１目の建設事業費でございます。今回、補正額が１６０万円減額とし、６０万円とさせていただくものでございます。これにつきましては、１５節の工事費で予定しておりました新規の公共升設置基数は、計画基数に達しませんでしたので、３基分９０万円プラス新しく新設される管路として７０万円を予定しておりましたが、これもございませんでしたので、足しまして１６０万円の減額とさせていただくものでございます。
　以上でございます。

○議長（安元慶彦君）説明が終わりました。
　これから、質疑を行います。
　質疑はありませんか。

（「質疑なし」という声あり）
○議長（安元慶彦君）質疑なしと認め、質疑を終了します。

　これから、討論を行います。
　反対討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）
○議長（安元慶彦君）賛成討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）
○議長（安元慶彦君）討論なしと認め、討論を終わります。

　これから、本案を採決します。
　本案を原案のとおり決することに、賛成議員の起立を求めます。

（全会一致）

○議長（安元慶彦君）全会一致。よって、議案第５号　平成２６年度上毛町農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号）は、原案のとおり可決することに決しました。

―――――――――――――――――――――――――――――――

○議長（安元慶彦君）日程第９、議案第６号　平成２６年度上毛町簡易水道事業特別会計補正予算（第２号）を議題とします。

　議案内容の説明を求めます。

　建設課長。
○建設課長（古原典幸君）議案第６号　平成２６年度上毛町簡易水道事業特別会計補正予算（第２号）。平成２６年度上毛町簡易水道事業特別会計補正予算（第２号）は次に定めるところによる。第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ３,８８１万４,０００円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ２億７,１０２万２,０００円とする。平成２７年３月３日提出、上毛町長、坪根秀介。

　予算書の９ページをお願いいたします。１款１項１目の一般管理費で、５８万４,０００円を減額とし、４,４９６万９,０００円とさせていただくものでございます。内容につきましては、３節で時間外手当の減、及び１３節委託料といたしまして、消費税の改定に伴いますシステム改修作業の入札残の５万４,０００円減。さらに、１５節といたしまして、吉岡地区の県道新吉富豊前線の拡幅を予定しておりましたが、今年度につきましては、建物等の契約に時間を要したため、今年度工事ができないということで県から連絡をいただきましたので、今回、附設がえの工事費を減額させていただいております。また１８節で、水道メーターの購入費の入札残として、１５万円を減額。増額では、１６節原材料費といたしまして、上毛中学校が９月より全面水道に切りかえたことにより、受水費の増額をさせていただき、差し引きで５８万４,０００円の減額でございます。

　次のページをお願いいたします。２款１項１目の簡易水道施設設置事業費で３,８２３万円を減額とし、１億８,９２９万５,０００円とさせていただくものでございます。これにつきましては、成恒緒方地区の簡易水道の拡張工事に伴います入札残、及び（下佐井）新開地区の実施設計工事の委託料に対する入札残を計上させていただいております。
　以上でございます。

○議長（安元慶彦君）説明が終わりました。
　これから、質疑を行います。
　質疑はありませんか。

　三田議員。

○８番（三田敏和君）県道及び町道を掘り割って、水道管を埋めていくわけですけれども、その後の仮舗装がありますね。非常に段ができたりしているようなところが目につくところがあるということで、一つは押し車を押している老齢者の方が引っかかって非常に押しづらいんだというようなことが懸念されるところがあるんですが、その辺の舗装の点検なり、状況の把握というのは、どのようになっているんでしょうか。
○議長（安元慶彦君）建設課長。

○建設課長（古原典幸君）基本的に、工事が終わりましたら、私が現地を全て確認し、検査をいたします。そういった中で、議員御指摘のように、全ての路面について、舗装を打ちかえて、新しく舗装実施をしたいというところでございますが、やはり予算の関係上、あるいは国の補助金をいただいてやっておりますので、基本的には掘削幅７０センチが舗装を打ちかえできる補助対象の幅でございますが、現況につきまして、そういった悪いところについては、できるだけ広い範囲を、単独事業を使わさせていただきながら、補修工事をやっていますが、なかなか面積、あるいは延長等が広うございますので、全てのところに打ちかえができてないというのが現状でございます。
　そういったものにつきましては今後、現地を、状況を再確認、あるいはどうしても自然転圧的に下がるところもございますので、そういった状況を見ながら、町の維持費を使わせていただきながら、路面補修を今後、展開していきたいと考えております。
　以上でございます。

○議長（安元慶彦君）三田議員。
○８番（三田敏和君）ということは、そういうところも、もう少しやりたいけれどもというようなところも、状況の中であるということを認めざるを得ないということなんでしょうかね。
○議長（安元慶彦君）建設課長。

○建設課長（古原典幸君）はい。確かにそういうところは私も把握しておりますし、今後、やっていきたいとは思っております。
○議長（安元慶彦君）ほかに。

（「質疑なし」という声あり）
○議長（安元慶彦君）質疑なしと認め、質疑を終了します。

　これから、討論を行います。
　反対討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）
○議長（安元慶彦君）賛成討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）
○議長（安元慶彦君）討論なしと認め、討論を終わります。

　これから、本案を採決します。
　本案を原案のとおり決することに、賛成議員の起立を求めます。

（全会一致）

○議長（安元慶彦君）全会一致。よって、議案第６号　平成２６年度上毛町簡易水道事業特別会計補正予算（第２号）は、原案のとおり可決することに決しました。

―――――――――――――――――――――――――――――――

○議長（安元慶彦君）日程第１０、議案第７号　平成２６年度上毛町奨学資金特別会計補正予算（第２号）を議題とします。

　議案内容の説明を求めます。

　教務課長。
○教務課長（尾崎幸光君）それでは、議案第７号について御説明をいたします。平成２６年度上毛町奨学資金特別会計補正予算（第２号）。歳入歳出予算の補正でございます。第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ９,９５８万１,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１億１,５９２万９,０００円とするものでございます。平成２７年３月３日提出、上毛町長、坪根秀介。

　６ページをお願いいたします。まず歳入でございます。財産収入ということで、１款１項１目利子及び配当金基金利子１,０００円を追加しております。続きまして、次の７ページでございます。繰入金でございます。一般会計繰入金として、１億円をお願いしております。この１億円につきましては、先ほど一般会計の補正予算の中でもお願いしておりましたが、今後の奨学資金の安定的な運用を図るということで、１億円の繰入金をお願いしております。
　続きまして、８ページをお願いいたします。４款繰越金でございます。今回、４２万の減額をしております。この内容につきましては、小学生の一人が資格を取得し、学校を卒業したため、１年間の貸付金について減額をするものでございます。
　続きまして、９ページの歳出でございます。１款１項１目の教育推進費ということで、９９５万８,０００円の補正をお願いしております。２１節の貸付金で、先ほど言いました４２万の減額、それから２５節の積立金で基金積立金として１億１,０００円を計上しております。
　奨学資金特別会計の原資でございます、上毛町奨学資金基金の残高が年々、減少しておりまして、本年度２６年度並みの人数で貸付金が推移した場合には、基金が底をつくことが予想されるということで、今回、１億円の繰入金をお願いするところでございます。
　以上です。

○議長（安元慶彦君）説明が終わりました。
　これから、質疑を行います。
　質疑はありませんか。

　茂呂議員。

○１０番（茂呂孝志君）貸付金の返済状況ですが、ちゃんと返済されているという説明がありました。それで、これについては保証人が必要となっていますので、保証人で返済しているという件数があるのであれば何件ぐらいあるのか、お尋ねいたします。

○議長（安元慶彦君）教務課長。

○教務課長（尾崎幸光君）保証人からの返済金はございません。
○議長（安元慶彦君）ほかに。

（「質疑なし」という声あり）
○議長（安元慶彦君）質疑なしと認め、質疑を終了します。

　これから、討論を行います。
　反対討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）
○議長（安元慶彦君）賛成討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）
○議長（安元慶彦君）討論なしと認め、討論を終わります。

　これから、本案を採決します。
　本案を原案のとおり決することに、賛成議員の起立を求めます。

（全会一致）

○議長（安元慶彦君）全会一致。よって、議案第７号　平成２６年度上毛町奨学資金特別会計補正予算（第２号）は、原案のとおり可決することに決しました。

―――――――――――――――――――――――――――――――

○議長（安元慶彦君）日程第１１、議案第８号　平成２６年度上毛町住宅新築資金等特別会計補正予算（第１号）を議題とします。

　議案内容の説明を求めます。

　住民課長。
○住民課長（佐矢野　靖君）それでは、議案第８号を説明させていただきます。平成２６年度上毛町住宅新築資金等特別会計補正予算（第１号）。歳入歳出予算の補正ですが、第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２３２万９,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ２４０万４,０００円とするものです。平成２７年３月３日提出、上毛町長、坪根秀介。

　６ページをお開きください。先ほど一般会計の補正予算で説明したとおりなんですが、県の補助金、償還推進事業補助金が１３３万２,０００円増額となっております。その分を補正しております。
　続きまして、その次のページですね。前年度繰越金を９９万７,０００円補正しております。そして、歳出ですが、次の８ページです。全額２３２万９,０００円を補正しておりまして、一般会計に全額繰り出しをしております。
　以上です。
○議長（安元慶彦君）説明が終わりました。
　これから、質疑を行います。
　質疑はありませんか。

（「質疑なし」という声あり）
○議長（安元慶彦君）質疑なしと認め、質疑を終了します。

　これから、討論を行います。
　反対討論はありませんか。

　茂呂議員。

○１０番（茂呂孝志君）私は議案第８号は反対の立場から討論いたします。

　過去にずさんな貸し付けを行ったために、このような会計処理をしなくてはならなくなっています。私は、過去にずさんな貸し付けには反対してきているので、この議案に反対いたします。

○議長（安元慶彦君）賛成討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）
○議長（安元慶彦君）討論なしと認め、討論を終わります。

　これから、本案を採決します。
　本案を原案のとおり決することに、賛成議員の起立を求めます。

（起立多数）

○議長（安元慶彦君）賛成多数。よって、議案第８号　平成２６年度上毛町住宅新築資金等特別会計補正予算（第１号）は、原案のとおり可決することに決しました。

―――――――――――――――――――――――――――――――

○議長（安元慶彦君）これから、議案の委員会付託を行います。

　２月２７日、議会運営委員会の協議結果を資料として配付しております。

　運営資料４ページ、委員会付託表をごらんください。
　付託案の朗読に際しても議案名の朗読は省略します。
　議案第９号、議案第１０号、議案第１１号、議案第１２号、議案第１３号、議案第１４号、議案第１５号、議案第１７号、議案第２０号、議案第２１号（所管分）、議案第２４号、議案第２５号、議案第２８号、議案第２９号、議案第３０号、議案第３１号、議案第３２号、議案第３３号の１８件は総務、産業・建設常任委員会へ。
　議案第１６号、議案第１８号、議案第１９号、議案第２１号（所管分）、議案第２２号、議案第２３号、議案第２６号、議案第２７の８件は文教・厚生常任委員会へそれぞれ付託いたしたいと思いますが、これに御異議ありませんか。
（「異議なし」という声あり）

○議長（安元慶彦君）異議なしと認めます。
　したがって、お手元に配付の委員会付託表のとおり、所管の常任委員会に付託することに決定いたしました。
───────────────────────────────
○議長（安元慶彦君）続いて、各常任委員会の開催日についてお諮りします。
　運営資料５ページ、委員会日程表をごらんください。
　各常任委員会の開催日は、議会運営委員会で決定いただいた日程のとおり決定いたしたいと思いますが、これに御異議ありませんか。
（「異議なし」という声あり）
○議長（安元慶彦君）異議なしと認めます。
　したがって、常任委員会の開催日は、運営資料、委員会日程表のとおり開催することに決定いたしました。
　以上で本日の日程は全て終了いたしました。
　本日はこれにて散会します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　散会　午後　１時５６分
　　　平成２７年３月３日
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